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     第二日   平成二十九年六月十二日                開  議  午前九時五十八分  

 

  〔開議前に事務局より、十四番野呂日出男議員が所用のため欠席する旨が報告される 〕  

○副議長（横山哲英君）  

  ただいまの報告のとおり、議長が欠席のため、副議長の私が議事を進行させていただきます。  

  ただいまの出席議員数は十三名であります。定足数に達しておりますので、ただいま から本日の会議を開きます。  

  日程第一、一般質問を行います。  

  通告により、一番阿部祐己君に一般質問を許します。 一番阿部祐己君。  

     〔一番  阿部祐己君  登壇〕  

○一番（阿部祐己君）  

  議席番号一、阿部祐己であります。皆さん、おはようございます。 本日も多くの町民の方々に傍聴にお越しいた

だ き ま し て 、 ま こ と に あ り が と う ご ざ い ま す 。 議 会 で は 藤 崎 町 の た め に ど ん な 議 論 を し て い る の か な ど 、 多 く の

町民に知っていただくためにも、今後も傍聴していただくことをお願い申し上げます。  

  質問に入る前に、先月末に行われました今回で十回目の参加となるチャレンジデーでは、昨年より参加率を伸ば

す も の の 、 力 及 ば ず 敗 戦 と い う 結 果 に な り ま し た 。 参 加 す る か ら に は や は り 勝 ち た い と い う 気 持 ち は あ り ま す 。

三勝六敗一分けということですが、来年こそは勝利して皆さんと一緒に喜びたいと思っております。  

  それでは、平成二十九年第二回定例会に当たり、通告に沿いまして質問させていただきます。  

  まず初めに、藤崎町文化センター改修工事についてお聞きいたします。  

  平成八年に開館され築二十年を経過した文化センターが昨年の秋まつり終了後の十二月から改修工事に入り、現
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在 も 改 修 工 事 中 で あ り ま す 。 予 定 さ れ て い た 工 事 完 了 時 期 は 十 月 と さ れ て お り ま す 。 そ こ で お 聞 き い た し ま す の

は、現在の改修工事の進捗状況について 、これをお尋ねいたします。  

  次に、常盤生涯学習文化会館の改修についてお聞きいたします。  

  今現在、改修工事をしております文化センターよりも古い平成元年の 開館から二十八年、素人の私から見ても外

壁 の 傷 み 、 会 館 内 部 の 設 備 の 劣 化 な ど 、 多 く 見 ら れ ま す 。 そ こ で 、 質 問 と な り ま す が 、 今 後 の 改 修 計 画 に つ い て

はどのようになっているのか、これをお尋ねいたします。  

  次に、移住・定住促進対策事業についてお聞きいたします。少し私が調べたことについてお話しいたします。  

  総務省が発表した国勢調査の人口速報値で、日本は本格的な人口減少 社会に突入したことが改めて裏づけられま

し た と し て お り ま す 。 平 成 二 十 九 年 五 月 一 日 現 在 の 日 本 の 人 口 は 、 約 一 億 二 千 六 百 七 十 三 万 人 。 前 年 同 月 に 比 べ

る と 、 約 二 十 万 人 の 減 少 と さ れ て お り ま す 。 総 務 省 が 毎 月 発 表 し て い る 推 計 人 口 で は 、 二 〇 〇 八 年 に 総 人 口 の ピ

ー ク を 迎 え て お り ま し た が 、 二 〇 一 〇 年 こ ろ か ら 減 少 し 始 め て い る 。 予 測 に よ る と 、 二 〇 一 〇 年 に 一 億 二 千 七 百

四 十 七 万 人 、 ピ ー ク 時 よ り 二 十 七 万 人 の 減 、 二 〇 二 〇 年 に は 一 億 二 千 四 百 十 万 人 、 ピ ー ク 時 よ り 三 百 六 十 四 万 人

の 減 、 二 〇 三 〇 年 に は 一 億 一 千 七 百 五 十 八 万 人 、 ピ ー ク 時 よ り 一 千 十 六 万 人 の 減 、 そ し て 二 〇 五 〇 年 ち ょ う ど に

は一億人ぐらいにまで減少すると言われております。  

  女性が生涯に出産する子供の数の 推計を示す合計特殊出生率というものがあるのですが、過去最低だった二〇〇

五 年 に は 一 ・ 二 六 、 二 〇 一 三 年 に は 一 ・ 四 三 と 持 ち 直 し て は き て い る の で す が 、 何 と 子 供 の 出 生 数 は 二 〇 一 三 年

に は 最 低 と な っ て お り ま す 。 出 生 率 が 上 が っ た に も か か わ ら ず 、 生 ま れ て く る 子 供 の 数 が 減 っ て い る の に は 、 子

供を産む女性の数が減っていることが上げられています。  

  また、国勢調査では、東京圏への一極集中が進んでいる ことも明らかになっています。前回調査より人口が増加
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し た の は 東 京 、 愛 知 、 埼 玉 な ど 、 八 つ の 都 と 県 で し た 。 東 京 の 人 口 増 加 は 一 千 三 百 五 十 一 万 人 、 二 ・ 七 ％ の 増 。

東 京 圏 の 一 都 三 県 、 東 京 、 埼 玉 、 千 葉 、 神 奈 川 の 人 口 は 三 千 六 百 十 三 万 人 の 増 。 一 方 、 大 阪 府 は 六 十 八 年 ぶ り に

減 少 す る と 。 三 十 九 の 道 府 県 で 人 口 が 減 っ た と さ れ て お り ま す 。 そ し て 、 そ の 東 京 に 流 入 し て い る 年 齢 層 を 見 る

と 、 一 番 多 い の が 二 十 歳 か ら 二 十 四 歳 の 層 、 次 が 十 五 歳 か ら 十 九 歳 、 そ し て 二 十 五 歳 か ら 二 十 九 歳 と な っ て い ま

す 。 こ れ は 、 大 学 を 卒 業 し て 就 職 の た め に 、 あ る い は 大 学 進 学 の た め に 高 校 卒 業 後 に 東 京 に 出 て く る そ う で す 。

東京に来る人たちの九割が十五歳から二十九歳の若い人たちで占められていることがわかります。  

  二〇四〇年までに若年女性人口が五割以下に減少する市区町村のことを消滅可能性都市としているのですが、国

勢 調 査 の 実 績 値 を も と に 推 計 し て 、 こ の ま ま で は 二 〇 四 〇 年 に は 全 国 千 七 百 四 十 一 市 区 町 村 の う ち 、 八 百 九 十 六

自 治 体 が 消 滅 す る 可 能 性 を 持 っ て い る と い う 大 変 衝 撃 的 な デ ー タ が 出 て お り ま し た 。 四 十 七 都 道 府 県 で 見 る と 、

ト ッ プ が 秋 田 県 で 九 六 ％ 、 大 潟 村 を 除 い た 全 て の 自 治 体 が 消 滅 可 能 性 都 市 に な っ て い る と い う こ と で す 。 そ の 後

に こ こ 青 森 県 の 八 七 ・ 五 ％ 、 そ し て 島 根 県 八 四 ・ 二 ％ が 続 き ま す 。 最 も 割 合 が 低 い の は 愛 知 県 で 、 一 〇 ・ 一 ％ で

ありました。  

  消滅可能性都市を免れている自治体は、いずれも若い人の雇用の場をきちんと確保しているという特徴がありま

す 。 青 森 県 で 言 え ば 、 三 沢 市 、 そ し て 六 カ 所 村 で す 。 そ れ ぞ れ 自 治 体 ご と に 理 由 は あ る と 思 い ま す が 、 共 通 す る

の は 所 得 の 高 い 若 い 人 た ち の 雇 用 の 場 が あ る と い う こ と で す 。 出 産 を す る は ず の 若 い 人 た ち を 集 め て い る 東 京 の

出 生 率 が 低 い と い う こ と は デ ー タ で 出 て い ま す 。 た だ 、 ほ か の 県 が 高 い 出 生 率 で 日 本 の 人 口 を 支 え て い た 。 長 男

が 地 元 で 農 家 を 継 ぎ 、 次 男 以 下 が 東 京 に 出 て 労 働 力 を 提 供 し て い ま し た 。 し か し 、 地 方 部 の 出 生 率 が 下 が り 、 東

京 で は さ ら に 下 が る 。 こ れ が 今 日 の 事 態 を も た ら し た と い う こ と に な る よ う で す 。 東 京 一 極 集 中 が 人 口 減 少 を 加

速させていると言われています。  
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  ですが、この人口減少の時代に人口を一〇％、約一万六千人もふやした町が実際にあります。しかも、子育て世

代 の 三 十 代 夫 婦 を 中 心 と し た 人 口 流 入 で あ る た め 、 人 口 構 成 も 若 返 り ま し た 。 そ れ は 、 千 葉 県 の 流 山 市 で あ り ま

す。子育て世代の共働き夫婦を狙い撃ちしたマーケティ ングの戦略の成果であるとしております。  

  国においても、内閣総理大臣をトップとするまち・ひと・しごと創生本部を設置し、東京一極集中に歯どめをか

け る と と も に 、 若 い 世 代 が 安 心 し て 結 婚 、 出 産 、 子 育 て が で き る よ う 、 政 府 を 挙 げ て 対 策 を 進 め て い ま す 。 そ の

中 で 、 全 国 各 地 の 自 治 体 が 移 住 者 の 受 け 入 れ に 向 け た 施 策 を 積 極 的 に 展 開 し て い る 状 況 を 踏 ま え 、 二 〇 一 四 年 五

月 、 市 町 村 の 主 体 的 な 取 り 組 み の 促 進 や 首 都 圏 に お け る 状 況 発 信 の 相 談 対 応 の 強 化 を 図 る た め に 、 青 森 県 内 全 市

町 村 と 県 が 構 成 員 と な り あ お も り 移 住 交 流 推 進 協 議 会 を 設 立 、 ま た 、 東 京 に あ る ふ る さ と 回 帰 支 援 セ ン タ ー 内 に

青 森 暮 ら し サ ポ ー ト セ ン タ ー を 開 設 し 、 専 任 職 員 が 相 談 対 応 を 行 っ て い る 。 こ れ に よ り 、 市 町 村 が 単 独 で 取 り 組

む こ と が 困 難 で あ っ た 首 都 圏 窓 口 に お け る 移 住 希 望 者 の ニ ー ズ 把 握 や 全 国 の 取 り 組 み 事 例 の 情 報 共 有 等 を 行 っ て

き た 結 果 、 県 内 各 市 町 村 に お い て も 移 住 コ ン シ ェ ル ジ ュ の 設 置 や お 試 し 住 宅 の 整 備 等 、 少 し ず つ 具 体 的 な 取 り 組

み が 見 ら れ る よ う に な っ て き ま し た 。 青 森 移 住 交 流 推 進 協 議 会 に 新 た に 民 間 事 業 者 や 団 体 等 が 参 画 で き る よ う に

したことで、今後、官民連携体制のもとで各種取り組みを強化していくこととしておりま す。  

  そこで、質問となります。藤崎町でもことし四月より定住・移住促進対策事業として町外からの移住や定住の促

進 と 人 口 の 増 加 、 地 域 の 活 性 化 を 目 的 に 、 転 入 す る 若 者 世 帯 や 子 育 て を 支 援 す る た め 、 住 宅 取 得 や ア パ ー ト 家 賃

等 の 補 助 事 業 を 開 始 し ま し た が 、 そ の 補 助 事 業 の 現 在 の 利 用 状 況 に つ い て お 聞 き い た し ま す 。 あ わ せ て 、 こ の 補

助事業のＰＲについてもどのような方法でＰＲしているのか、これをお聞きいたします。  

  次に、町学校教育施設のトイレ洋式化についてです。  

  全国の小学生約五千人を対象にＮＰＯ法人日本トイレ研究所がアンケ ート調査をしたところ、小学生の五人に一
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人 が 便 秘 状 態 で 、 さ ら に は 二 人 に 一 人 が 学 校 で は 排 便 し な い と い う 結 果 が 報 告 さ れ て お り ま し た 。 背 景 に は 、 家

庭 で の 生 活 習 慣 や 食 育 、 ま た は 学 校 ト イ レ の 老 朽 化 や 洋 式 で あ る か 否 か が 現 状 と し て 挙 げ ら れ る と 思 い ま す 。 そ

し て 、 全 国 の 約 千 七 百 の 市 区 町 村 と 公 立 小 中 学 校 二 千 校 に 子 供 た ち の た め に 改 善 が 必 要 と 思 わ れ る 施 設 設 備 は 、

と 調 査 し た と こ ろ 、 公 立 小 中 学 校 で 一 位 は ト イ レ で 五 九 ％ 、 市 区 町 村 で も や は り ト イ レ で 七 三 ％ 、 小 中 学 校 の 六

割 、 全 国 の 市 区 町 村 で 七 割 以 上 が 学 校 ト イ レ の 改 善 が 必 要 と 考 え て い る こ と に な り ま す 。 自 宅 ト イ レ の 洋 式 化 が

進 み 、 和 式 ト イ レ を 使 用 で き な い 子 供 た ち が ふ え て お り 、 学 校 の 和 式 ト イ レ の 使 い 方 が わ か ら ず に 使 用 で き な い

子供たちもいるとの調査報告もありました。  

  そこで、質問となります。現在の藤崎町の小中学校の洋式トイレ、和式トイレの割合をお聞きしまして、壇上か

らの私の質問となります。  

○副議長（横山哲英君）  

  一番阿部祐己君の一般質問に対する答弁を求めます 。町長平田博幸君。  

     〔町長  平田博幸君  登壇〕  

○町長（平田博幸君）  

  議場の皆さん、議員の皆さん、そして多くの町民に傍聴してい ただいていることに感謝しながら、阿部祐己議員

の一般質問にお答えいたします。  

  まず冒頭、チャレンジデーのお話をしましたので、残念ながら福岡県みやこ町に敗北しましたが、翌一日、恒例

の 課 長 会 議 で 敗 北 は 私 の 至 ら ぬ 、 実 行 委 員 長 の 力 不 足 だ と 職 員 の 皆 さ ん に 陳 謝 し な が ら 、 さ ら に 町 民 の コ ミ ュ ニ

ティー強化と健康づくりのために来年もまた実施することを目指して檄を飛ばしたところでもございます。  

  それでは、お答えいたします。  
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  初めに、藤崎町文化センター改修工事についてのイの改修工事の進捗状況についてお答えいたします。  

  築二十年以上を経過した町文化センターの各種設備の改修、機能強化及び利用者のニーズに合わせた施設整備事

業 に つ き ま し て は 、 昨 年 の 三 月 の 定 例 会 に お い て 関 係 整 備 事 業 費 の 承 認 を い た だ き 、 そ の 工 期 を こ と し の 十 月 末

と し 、 現 在 工 事 を 施 行 し て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 五 月 末 時 点 に お い て 、 大 ホ ー ル の 改 修 を 初 め 、 授 乳 室 、 親

子 室 、 照 明 設 備 な ど 、 整 備 工 事 は 順 調 に 推 移 し て お り 、 実 質 進 捗 率 は 六 八 ・ 六 ％ で 、 予 定 進 捗 率 の 六 〇 ％ を 八 ・

六％上回っている状況となっております。  

  完成後は、町の芸術文化の中心拠点施設として、また、町民の芸術文化の 鑑賞及び発表の場として、さらに町内

小中学校児童生徒の教育活動の場として、幅広く活用されるものと考えております。  

  次に、常盤生涯学習文化会館改修についてのイの今後の改修計画についてお答えいたします。  

  常盤生涯学習文化会館は、平成元年八月の開館以来、町民の生涯学習活動の場として多くの方に親しまれ、幅広

く 利 用 さ れ て い る 施 設 で あ り ま す 。 し か し な が ら 、 同 施 設 は 築 二 十 八 年 を 経 過 し 、 施 設 整 備 に さ ま ざ ま な ふ ぐ あ

い が 生 じ て い る 状 態 に あ る こ と か ら 、 施 設 の 長 寿 命 化 及 び 機 能 強 化 等 を 図 る た め の 調 査 業 務 費 用 を 本 定 例 会 に 上

程させていただいたところであり、調査終了後は改修事業として着手したいと考えております。  

  今後も誰もが安心して訪れることができる施設として、また、利用する方にとってよりよい使いやすい施設とし

て、活力ある文化活動を支援できる環境を整えてまいりたいと考えております。  

  次に、移住・定住促進対策事業についてのイの補助事業の利用状況についてとロの補助事業ＰＲについては、関

連がございますので一括してお答えいたします。  

  今年度より実施いたしました本事業に係る五月末時点での申請件数は、若者移住 すまいづくり事業が二件、子育

て 世 帯 定 住 促 進 事 業 が 五 件 と な っ て お り 、 若 者 移 住 す ま い づ く り 事 業 に つ き ま し て は 申 請 を 予 定 し て い る 件 数 が
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さらに六件見込まれております。  

  本事業のＰＲにつきましては、昨年十二月の定例会において議会の 了解を得た後、ことし一月から実施してきた

と こ ろ で あ り ま す が 、 具 体 的 に は 町 広 報 紙 及 び ホ ー ム ペ ー ジ に お い て 一 月 か ら 継 続 的 に 掲 載 を し 、 不 動 産 管 理 業

者 に 対 し ま し て は 事 業 内 容 の 周 知 や ポ ス タ ー 掲 示 の 依 頼 を 、 ま た 、 新 聞 社 の 協 力 を 得 て 関 連 記 事 を 合 わ せ て 五 回

掲載するなど、これまで周知に努めたところであります。  

  事業開始から二カ月余り経過し、当初見込んだ件数に比べ五割以上の成果が見込まれておりますが、今後も継続

的にＰＲを行い、移住・定住促進に努めてまいりたいと考えております。  

  次に、町教育施設のトイレ洋式化についてのイの現在の洋式トイレ、和式トイレの割合についてお答えいたしま

す。  

  町教育施設の洋式・和式トイレの割合につきましては、藤崎小学校では、全体トイレ数が四十八個に対し洋式ト

イ レ が 三 十 八 個 で 洋 式 ト イ レ の 割 合 は 七 九 ・ 二 ％ 、 藤 崎 中 央 小 学 校 で は 、 全 ト イ レ 数 が 五 十 一 個 に 対 し 洋 式 ト イ

レ が 十 五 個 で 洋 式 ト イ レ の 割 合 が 二 九 ・ 四 ％ 、 常 盤 小 学 校 で は 、 全 ト イ レ 数 が 三 十 四 個 に 対 し 洋 式 ト イ レ が 二 十

七個で洋式トイレの割合が七九・四％となっております。  

  また、藤崎中学校では、全トイレ数が三十八個に対し洋式トイレが二十三個となっており、洋式トイレの割合は

六 〇 ・ 五 ％ 、 明 徳 中 学 校 で は 、 全 ト イ レ 数 が 三 十 八 個 に 対 し 洋 式 ト イ レ が 十 一 個 と な っ て お り 、 洋 式 ト イ レ の 割

合が二八・九％となっております。  

  以上、阿部議員の質問に対する登壇での答弁といたします。  

○副議長（横山哲英君）  

  一番阿部祐己君の一般質問に対する答弁が終わりました。  
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  これより一番阿部祐己 君に再質問を許します。一番阿部祐己君。  

○一番（阿部祐己君）  

  それでは、これより再質問とさせていただきます。  

  まずは町文化センターの改修工事の進捗状況についてですが、町長の答弁では五月末の進捗率として予定進捗率

の 六 〇 ％ を 八 ・ 六 ％ 上 回 る 六 八 ・ 六 ％ の 進 捗 率 と あ り ま し た 。 こ れ は 予 定 ど お り の 整 備 工 事 で あ る と い う こ と で

よ ろ し い か と 思 わ れ ま す 。 そ し て 、 今 後 も 安 全 な 施 工 並 び に 管 理 業 務 を 確 実 に 実 施 で き る よ う 、 町 関 係 者 も 入 っ

た 打 ち 合 わ せ な ど は し っ か り と し て い た だ き た い と 思 い ま す 。 会 議 は 時 間 を つ く っ て で も や れ と 言 わ れ る く ら い

大事なことです。この打ち合わせ会議などの状況をまずお尋ねいたします。  

○副議長（横山哲英君）  

  生涯学習課長。  

○生涯学習課長（森  篤君）  

  お答えいたします。会議につきましては、定例会議ということで月四回、毎週水曜日に開催しているものでござ

い ま す 。 会 議 出 席 者 は 、 発 注 者 側 と し て 生 涯 学 習 課 か ら 、 そ れ か ら 施 工 管 理 業 者 と し て 一 人 、 そ れ か ら 施 工 者 か

ら三人、関係事業者から三人ということで実施しているところであります。以上です。  

○副議長（横山哲英君）  

  阿部祐己君。  

○一番（阿部祐己君）  

  ありがとうございます。まずは安全第一ですから、事故、けがのないようにお願いしたいと思います。  

  そして、工事完了が十月末ということでしたが、一般開放の予定をいつにしているのか、また、このオープンに
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先駆けてのこけら落とし的なことは考えておるのか、これをお尋ねいたします。  

○副議長（横山哲英君）  

  生涯学習課長。  

○生涯学習課長（森  篤君）  

  お答えいたします。町長の答弁にもありましたが、工期がことしの十月末ということになっております。できる

限 り 早 期 の 完 成 を 目 指 し て 実 施 し て い た だ く も の と 思 っ て お り ま す 。 一 般 の 町 民 の 方 へ の 開 放 は 十 一 月 の 第 二 火

曜日、つまり十一月七日火曜日から一般開放の申し込みを受けたいと思っておりました。  

  それから、ご質問にありましたこけら落としの事業でございますけれども、開館二十年となることから開館二十

周 年 記 念 と い う こ と で 町 の ふ じ り ん ご ふ る さ と 応 援 大 使 の 梅 沢 富 美 男 さ ん の 公 演 を 予 定 し て い る と こ ろ で あ り ま

す。日にちにつきましては、現在のところ十一月三日ということで予定をしております。以上です。  

○副議長（横山哲英君）  

  阿部祐己君。  

○一番（阿部祐己君）  

  十一月三日にまた梅沢富美男さんのあれが予定 されているということです。またすばらしいこけら落としとなる

ことをご期待申し上げます。  

  それでは、次に生涯学習文化会館の改修についての再質問となりますが、施設改修のための費用を今回定例会の

補 正 予 算 に 計 上 し 上 程 し て お り ま す が 、 補 正 予 算 が 可 決 し た と し て 調 査 業 務 は い つ ご ろ か ら の 着 手 を 考 え て い ま

すか。そして、改修工事についてもいつごろの着手を考えているのか、これをお願いいたします。  

○副議長（横山哲英君）  
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  生涯学習課長。  

○生涯学習課長（森  篤君）  

  お答えいたします。本六月の定例会において予算が可決された 場合、その可決後から調査の契約といいますか、

業 者 を お 願 い し て 進 め た い と 思 っ て お り ま す 。 そ の 結 果 を も と に 九 月 の 定 例 会 に お い て 実 施 設 計 の 調 査 委 託 、 来

年度の当初予算において改修工事を施行したいと考えております。以上です。  

○副議長（横山哲英君）  

  阿部祐己君。  

○一番（阿部祐己君）  

  それでは、この生涯学習文化会館の調査対象、そして改修対象としてどの部分を見ているのか、聞くところによ

り ま す と 、 冬 に は 落 雪 に よ り 窓 も 埋 ま っ て し ま う よ う な こ と も 聞 い て お り ま す 。 具 体 的 に 改 修 す る 箇 所 は ど う い

った箇所を考えているのか、これをお尋ねいたします。  

○副議長（横山哲英君）  

  生涯学習課長。  

○生涯学習課長（森  篤君）  

  町長答弁におきまして長寿命化、それから機能強化対策ということで改修すると答弁しております。そういうこ

と か ら 、 ま ず 屋 根 の 部 分 、 そ れ か ら 外 壁 、 照 明 機 器 、 内 壁 、 音 響 設 備 等 々 、 あ と 凍 雪 害 対 策 に つ い て を 実 施 い た

し ま す 。 つ ま り は 、 屋 根 に つ い て は 雪 庇 が で き な い よ う 、 ま た 、 落 雪 が で き な い よ う な 改 修 を 心 が け 、 あ と 施 設

内 部 に つ き ま し て も 施 設 利 用 者 が 気 持 ち よ く 使 え る よ う な 改 修 を 心 が け た い と 思 っ て い る と こ ろ で す 。 あ わ せ て 、

ト イ レ に つ き ま し て も 、 昨 今 の 状 況 か ら 洋 式 化 対 策 、 そ れ か ら ウ ォ シ ュ レ ッ ト 機 能 対 策 に つ い て も 検 討 し て ま い
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りたいと思っているところです。以上です。  

○副議長（横山哲英君）  

  阿部祐己君。  

○一番（阿部祐己君）  

  そして、今の四月からでしたか、常盤小学校の学童が定員オーバーということで、文化会館のフリースペースを

臨 時 学 童 ス ペ ー ス と し て 使 っ て い る と 思 っ て お り ま し た が 、 こ の 改 修 計 画 案 の 中 で こ の 学 童 の ス ペ ー ス を も 取 り

入 れ た 改 修 も 考 え て お る の か 。 ま た 、 改 修 工 事 が 始 ま っ た 場 合 、 今 あ る 臨 時 学 童 ス ペ ー ス を ど こ に 持 っ て い く か

などを考えているのか、これをお尋ねいたします。  

○副議長（横山哲英君）  

  生涯学習課長。  

○生涯学習課長（森  篤君）  

  想定されることをお話し申し上げます。生涯学習課としてのお話でございますが、まず現在使っている学童保育

の臨時的スペースにつきましては、電気の改修、それから内壁の改修を考えております。  

  あと、ご質問にありました件について、学童スペースの関係ですけれども、現在は臨時的に使っていることから、

非 常 に 狭 隘 で 狭 い 状 態 に な っ て お り ま す が 、 施 設 改 修 に 伴 っ て そ の 学 童 保 育 は 利 用 で き な く な る 期 間 が 生 じ る こ

と は 確 か に ご ざ い ま す 。 そ こ は ま た 関 係 課 と 協 議 を し な が ら 、 子 供 た ち の 安 全 、 安 心 の た め の 学 童 保 育 と い う こ

とを協議しながら進めてまいりたいと思っておりました。以上です。  

○副議長（横山哲英君）  

  阿部祐己君。  
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○一番（阿部祐己君）  

  そ れ で は 、 ま だ 臨 時 学 童 ス ペ ー ス に つ い て は ど こ に な る か は 決 ま っ て い な い と い う こ と で よ ろ し い で す か 。

（「はい」の声あり）  

  続きまして、移住・定住促進対策事業についてお聞きいたします。補助事業としてスタートしてから二カ月余り

た ち ま し た が 、 若 者 移 住 す ま い づ く り 事 業 で 二 件 、 そ し て 子 育 て 世 帯 定 住 促 進 事 業 で 五 件 の 申 請 が あ り 、 既 に 行

っ て い る と い う こ と で あ り ま し た が 、 移 住 す ま い づ く り の 事 業 に つ い て は さ ら に 六 件 申 請 が 見 込 ま れ て い る と 。

お 答 え で き る の で あ れ ば 、 こ れ ら の 合 わ せ た 件 数 、 ど の 地 域 か ら 移 り 住 ん で き た の か 、 県 内 な の か 、 は た ま た 県

外からなのか。さらには、対象となる子供たちの数など、お答えできればこれをお尋ねいたします。  

○副議長（横山哲英君）  

  住民課長。  

○住民課長（久保田  整君）  

  お答えいたします。まず住民課のほうから子育て世帯のアパート家賃助成のほうをお答えさせていただきます。  

  転出元、どちらから転入されたかという地区のご質問でありましたが、五件中、県内が四件、県外が一件でござ

い ま す 。 県 内 に つ き ま し て は 、 五 所 川 原 市 か ら 二 件 、 そ れ か ら 弘 前 市 、 南 部 町 か ら そ れ ぞ れ 一 件 、 県 外 の 一 件 に

つきましては東京都でございます。  

  それから、合わせて五件、五世帯の転入がございましたが、人員で申し上げれば十七名でございます。また、そ

のうちの児童、子供の数は九名というふうになってございます。以上でございます。  

○副議長（横山哲英君）  

  建設課長。  
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○建設課長（阿部  悟君）  

  建設課のほうから若者移住すまいづくり補助事業についての件についてお答えします。  

  まず申請件数ですが、今まで現在で二十二件ほどございました。その中で既に交付決定されたものが二件でござ

い ま す 。 そ の 二 件 で す が 、 い ず れ も 弘 前 市 か ら の 転 入 で ご ざ い ま す 。 世 帯 構 成 に つ い て は 、 二 人 家 族 、 三 人 家 族 。

子供さんは、計五名のうち一人というのが実態でございます。   

  また、今後申請されると思われる件数については、きょう現在で八件という形で は相談してきております。以上

でございます。  

○副議長（横山哲英君）  

  阿部祐己君。  

○一番（阿部祐己君）  

  それでは、この移住・定住促進対策事業は今後継続事業として考えているのか、これをお尋ねいたします。  

○副議長（横山哲英君）  

  町長。  

○町長（平田博幸君）  

  若干、お答えする前に、県内でも人口がふえているところ、阿部議員は 熱心に勉強していますのでわかっている

と 思 い ま す が 、 三 沢 市 、 八 戸 市 に 隣 接 す る お い ら せ 町 、 そ し て 六 戸 町 、 県 内 四 十 市 町 村 の 中 で こ こ の 二 つ だ け が

人 口 増 で ご ざ い ま す 。 お い ら せ 町 に し て は 、 八 戸 市 と 三 沢 市 の ベ ッ ド タ ウ ン か と 。 若 干 我 が 町 と こ の 交 通 の 要 所

と い う こ と で は 、 六 戸 町 も そ の 辺 の か な め を 得 て い る ん で す が 、 六 戸 町 は 平 成 二 十 二 年 か ら 、 こ と し か ら 我 が 町

で や っ て き た よ う な 若 者 が 入 り 込 む た め の 施 策 、 こ れ は 住 宅 を 建 て た 場 合 の 補 助 、 そ し て ま た 、 町 内 の ア パ ー ト
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に 住 ん で く る 人 た ち に も 補 助 と い う こ と で 、 総 合 的 な そ う い う 対 策 を 相 当 前 か ら 、 七 年 前 か ら 実 施 し て い る と い

うことで、その形が六戸町でもまず何というか、効果がだんだんだんだん出ている。  

  我が町の取り組みとしては、ちょっともっと早く やりたかったんですが、段階的な意味で総合的なこの住みよい

環 境 と い う こ と は 、 例 え ば の 話 、 平 成 二 十 四 年 度 か ら 小 学 校 ま で や っ た 、 け が を し て も 、 病 気 に な っ て も 、 風 邪

を 引 い て も 、 窓 口 負 担 が ゼ ロ 。 こ れ は 翌 年 か ら ま た 中 学 校 ま で い わ ゆ る か さ 上 げ を し ま し た よ ね 。 そ し て 、 平 成

二 十 七 年 か ら 所 得 制 限 を 撤 廃 し た と い う 事 業 、 そ う い う ベ ス ト ミ ッ ク ス で い い 相 乗 効 果 が 出 て 、 こ こ に や っ ぱ り

安心して定住したいということがだんだんだんだんだんだん伝わっていくだろうということでございます。  

  財政上、おおむね二カ年実施するというような計画ではスタートしましたけれども、私は効果があって、もっと

も っ と 若 い 世 代 の 定 住 を 図 る と き に ど う や っ た ら い い の か と い う 、 今 回 の そ の 二 つ の 施 策 に 限 ら ず 総 合 的 な 角 度

か ら 検 討 し て 、 三 年 目 、 四 年 目 は 多 角 的 な 角 度 か ら 検 討 し て 考 え て い き た い と 、 そ う 思 っ て ご ざ い ま す 。 以 上 で

あります。  

○副議長（横山哲英君）  

  阿部祐己君。  

○一番（阿部祐己君）  

  ありがとうございます。  

  それでは、本事業のＰＲについてお聞きいたします。町のホームページや不動産 業者、そして周知ポスターや新

聞 な ど 、 さ ま ざ ま な Ｐ Ｒ を し た 結 果 が 町 長 の 答 弁 で も あ り ま し た 結 構 な 件 数 と な っ て い る よ う で す 。 実 際 の と こ

ろ 、 私 は こ の 事 業 の 利 用 者 に つ い て は も っ と 少 な い も の と 思 っ て お り ま し た が 、 今 後 も Ｐ Ｒ を し っ か り と 、 そ し

て 現 在 の 藤 崎 町 の 人 口 一 万 五 千 二 百 五 十 一 人 か ら 一 人 で も 多 く ふ え る よ う 願 っ て 、 こ の 件 に つ き ま し て は こ れ で
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終わりたいと思います。  

  次に、トイレ洋式化についての再質問です。藤崎小学校、そして常盤小学校が七九％を超す設置率で、次いで 藤

崎 中 学 校 が 六 〇 ％ 、 中 央 小 学 校 と 明 徳 中 学 校 に つ い て は 約 二 九 ％ と い う こ と で あ り ま し た 。 藤 崎 町 は 恵 ま れ て お

り 、 藤 崎 小 学 校 、 常 盤 小 学 校 、 そ し て 藤 崎 中 学 校 は 新 築 で あ り 、 ま だ 新 し い こ と も あ っ て 洋 式 ト イ レ の 設 置 率 も

高い、中央小学校、そして明徳中学校においては三〇％を切っている状態でありました。  

  青森県の公立小中学校では五千二百六十四 校あるみたいなんですが、洋式トイレの設置の平均が三七・三％とさ

れ て お り ま す 。 中 央 小 学 校 と 明 徳 中 学 校 は 県 の こ の 平 均 を も う 切 っ て い る と い う こ と で す 。 壇 上 で も 私 は 言 い ま

し た け れ ど も 、 小 学 校 一 ・ 二 年 生 の 子 供 た ち な ん か は 和 式 ト イ レ の 使 い 方 も 知 ら な い 子 も い る と さ れ て お り ま す 。

し か し な が ら 、 全 国 の 学 校 、 そ れ 以 外 を 見 て も 、 ま だ ま だ 和 式 ト イ レ は 数 多 く あ り 、 小 学 生 に は 排 便 学 習 と し て

和 式 ト イ レ の 使 用 方 法 も 指 導 し て お か な け れ ば な ら な い と い う こ と も 事 実 で あ り ま す 。 決 し て 一 〇 〇 ％ を 望 む も

の で は あ り ま せ ん が 、 中 央 小 学 校 と 明 徳 中 学 校 の 三 〇 ％ を 切 っ て い る と い う こ と は ち ょ っ と 低 い の か な と 思 う と

ころであります。できれば、藤崎町では五割の設置を望むものであります。  

  小中学校は災害時の避難所としても指定されており、災害時には体育館のトイレを高齢者、そして障 がい者、小

さ な 子 供 た ち と 多 く の 人 が 使 用 す る こ と に な る た め 、 多 目 的 ト イ レ の 設 置 も 必 要 だ と 思 い ま す 。 災 害 政 策 の 観 点

か ら も 踏 ま え て 、 特 に 小 中 学 校 の 体 育 館 の 多 目 的 ト イ レ 、 そ し て そ れ の 洋 式 化 は 大 事 で あ る と 考 え ま す が 、 こ の

点についてはどう考えているでしょうか。  

○副議長（横山哲英 君）  

  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  
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  お答えいたします。まず、生活スタイルの変化によってトイレの洋式化は全国 的に進んでいるところでございま

す が 、 今 お 話 に あ り ま し た よ う に 、 町 内 の 小 中 学 校 に お い て は 改 築 さ れ た 学 校 で は 確 か に 洋 式 ト イ レ が 七 割 に な

っ て お り ま す 。 た だ 、 多 目 的 ト イ レ に つ き ま し て は 、 各 校 で 三 個 か ら 四 個 が 設 置 さ れ て お り ま す が 、 三 月 に は 藤

崎 中 央 小 学 校 で 一 個 を 新 設 し て お り ま す 。 た だ 、 ま だ 多 目 的 ト イ レ の な い 学 校 も あ り ま す 。 ま た 、 体 育 館 に 洋 式

ト イ レ の な い 学 校 も あ り ま す 。 こ の こ と か ら 、 や は り 学 校 施 設 は 児 童 生 徒 が 一 日 の 大 半 を 過 ご す 学 習 生 活 の 場 で

あ り ま し て 、 ま た 、 今 ご 指 摘 の あ り ま し た 避 難 所 と し て 多 く の 高 齢 者 も 避 難 す る こ と を 考 慮 い た し ま す と 、 健 康

障 害 や ス ト レ ス 対 策 な ど 、 適 切 な 環 境 を 保 つ こ と が 大 変 重 要 と な る こ と か ら 、 ト イ レ の 洋 式 化 や 多 目 的 ト イ レ の

設置への取り組みは必要であるものと思っております。以上です。  

○副議長（横山哲英君）  

  町長。  

○町長（平田博幸君）  

  今、学務課長からお話がありましたけれども、残念ながらちょっと年数が前に建てられた中央小学校、そして明

徳 中 学 校 の 割 合 が 非 常 に 低 い と い う こ と で ご ざ い ま す 。 阿 部 議 員 の 指 摘 も 重 々 理 解 し て ご ざ い ま す し 、 ま ず は 学

務 課 、 教 育 委 員 会 が 各 学 校 と 速 や か に 精 査 、 調 整 し て 、 教 育 委 員 会 か ら そ の 要 望 が 上 が っ て き た 場 合 は 財 政 の ほ

う と 協 議 し て 早 く 防 災 上 の 観 点 か ら 、 あ る い は 教 育 上 の 観 点 か ら も そ の 洋 式 の パ ー セ ン ト を ふ や し て い き た い と 、

そう思ってございます。以上であります。  

○副議長（横山哲英君）  

  阿部祐己君。  

○一番（阿部祐己君）  
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  ありがとうございます。  

  一つ関連がありますのでお聞きするのですが、学校以外の公共施設の洋式トイレ、これについてであります。少

し ち ょ っ と お 話 し し ま す が 、 東 京 都 は 高 齢 者 や 障 が い 者 な ど 、 誰 も が 使 い や す い ト イ レ に す る た め 、 都 内 の 駅 や

公 園 、 そ し て 学 校 な ど 公 共 施 設 の ト イ レ 洋 式 化 の た め に 、 二 〇 一 七 年 度 予 算 に 三 十 七 億 六 千 七 百 万 円 の 事 業 費 を

計 上 す る と 決 め た と さ れ て お り ま す 。 た く さ ん の 外 国 人 旅 行 者 の 来 訪 が 見 込 ま れ る 二 〇 二 〇 年 東 京 オ リ ン ピ ッ ク

を 見 据 え た 取 り 組 み で 、 都 営 地 下 鉄 は 二 十 八 駅 、 都 立 学 校 は 二 百 七 十 二 校 で ト イ レ を 和 式 か ら 洋 式 に 順 次 改 修 す

る 。 二 〇 二 〇 年 度 ま で に 地 下 鉄 駅 の 九 割 、 そ し て 公 立 小 中 学 校 の 八 割 の ト イ レ を 洋 式 化 す る な ど の 目 標 を 上 げ て

いるとしておりました。  

  全国的にもやはりトイレの洋式化が問題視されている中で、我が町の公共施設のトイレについてでありますが、

町 で は 大 型 施 設 で あ る ふ れ あ い ズ ー ム 館 な ん か は 、 私 は 男 子 ト イ レ し か 入 っ た こ と は あ り ま せ ん が 、 下 の ト イ レ

で洋式が一個、そして上にもトイレがあるんですが、その中でも一個でありました。  

  そこで質問となりますが、学校以外の公共施設で、以外と言ってもかなり多くなるかと思いますので、今回は町

の 中 で も 大 型 施 設 と さ れ る ふ れ あ い ズ ー ム 館 、 ス ポ ー ツ プ ラ ザ 、 そ し て 藤 崎 文 化 セ ン タ ー と 生 涯 学 習 文 化 会 館 、

こ の 四 件 に つ い て の ト イ レ の 割 合 は ど の よ う に な っ て い る の か 。 そ し て 、 今 後 改 修 を し て い く と い う こ と は 考 え

ているのか。これをお尋ねいたします。  

○副議長（横山哲英君）  

  生涯学習課長。  

○生涯学習課長（森  篤君）  

  お答えいたします。  



 - 18 - 

  初めに、常盤生涯学習文化会館につきましては、先ほどの質問にお答えさせていただきました。実際のところで

ございますが、十二のトイレ中、和式が四つ残っております。洋式の整備率は六六・七％となっております。  

  続きまして、ふれあいズーム館でございますが、十三のトイレ中、洋式が六つでございまして、四六・二％とい

うことになっております。  

  それから、スポーツプラザ藤崎につきましてでございますが、十四のトイレ中、洋式が四つということで二八・

六％となっております。  

  それから、町文化センターでございますけれども、改修前を報告させていただきます。二十八のトイレ中、二十

一 の 洋 式 と い う こ と で 七 五 ％ と な っ て お り ま す 。 ち な み に 改 修 後 は 一 〇 〇 ％ の 洋 式 化 と い う こ と に な っ て お り ま

す。以上です。  

○副議長（横山哲英君）  

  阿部祐己君。  

○一番（阿部祐己君）  

  まだまだ少ない箇所はありますね。スポーツプラザなんかはやはり結構な利用者がお りますので、できることな

らばやはり四割、五割といった改修をしていただけたらなというところが私の考えでもあります。  

  一つ余談ですが、札幌に本社がある家具量販大手のニトリ、その会長が北海道小樽市の庁舎を訪問したときに和

式 ト イ レ が あ る こ と に 驚 き 、 小 樽 市 に 対 し ト イ レ 改 修 な ど の 費 用 と し て 一 億 円 を 寄 附 し た 。 小 樽 市 は 、 市 が 管 理

す る 公 共 施 設 の 和 式 ト イ レ を 五 年 か け て 洋 式 ト イ レ に 改 修 し て い き た い と い う よ う な ニ ュ ー ス が ご ざ い ま し た 。

藤 崎 町 に は な か な か そ う い っ た 方 が あ ら わ れ る こ と は な い と 思 い ま す が 、 公 共 施 設 の ト イ レ 洋 式 化 は 全 国 的 に も

進 め ら れ て い る の は 事 実 で す 。 今 後 改 修 も 検 討 し て い く と い う こ と で し た の で 、 設 置 す る 際 に は や は り ウ ォ シ ュ
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レ ッ ト つ き の 洋 式 ト イ レ 、 そ し て な か な か 今 の 若 い 世 代 の 人 は 除 菌 な ど も 結 構 気 に し て い ま す の で 、 便 座 除 菌 に

使う除菌スプレーなんかもあわせて考えていただきたいと、これを要望いたします。  

  最後ですが、アメリカ合衆国のケネディ元大統領が日本で最も尊敬する人物として上杉鷹山を挙げております。

そ の 上 杉 鷹 山 の 言 葉 の 一 つ に こ ん な 言 葉 が あ り ま す 。 為 せ ば 成 る 、 為 さ ね ば 成 ら ぬ 何 事 も 、 成 ら ぬ は 人 の 為 さ ぬ

なりけり。この意味は、どんなことでも強い意志を持ってやれば必ず成就するという意味です。  

  以上、質問を終わります。  

○副議長（横山哲英君）  

  これで一番阿部祐己君の一般質問は終了いたしました。  

  次に、二番五十嵐  忍君に一般質問を許します。五十嵐  忍君。  

     〔二番  五十嵐  忍君  登壇〕  

○二番（五十嵐  忍君）  

  改めまして、おはようございます。議席番号二番五十嵐  忍です。  

  広報ふじさきの表紙がこの四月から変わりましたが、皆さん、お気づきでしたでしょうか。その六月号には、五

月 十 三 日 に 葛 野 公 園 で 行 わ れ た 「 お は な し つ く し ん ぼ 」 の 写 真 が 掲 載 さ れ て い ま し た が 、 大 人 も 子 供 も の ん び り

と 楽 し く 、 大 変 よ い 表 情 を し て お り ま し た 。 当 町 で は 、 子 供 と 子 育 て を し て い る 親 を 支 援 す る た め の さ ま ざ ま な

取 り 組 み が 行 わ れ て い ま す 。 観 光 で 人 を 呼 ぶ の も の 時 代 の 要 請 か も し れ ま せ ん が 、 住 ん で も ら う 町 、 住 民 に と っ

て住みやすい町が一番だと思います。  

  それでは、本定例会の一般質問に入ります。  

  まず最初に、子育て支援についてでございます。  
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  子育て支援事業の一つに学童保育がありますが、現在、当町では三小学校全てに学童クラブを開設し、小学三年

生 ま で の 児 童 が 実 質 無 料 で 利 用 で き る と い う 非 常 に 恵 ま れ た 環 境 に あ り ま す 。 し か し な が ら 、 近 年 新 た な 課 題 と

し て 持 ち 上 が っ て い る の が 「 小 四 の 壁 」 で す 。 三 月 三 十 一 日 ま で は 利 用 で き た も の が 、 四 月 一 日 に は 利 用 解 除 と

な り ま す 。 中 に は 、 そ の 対 応 に 苦 慮 し て い る 親 子 も 見 受 け ら れ ま す 。 対 象 学 年 の 引 き 上 げ や そ れ に 伴 う 保 育 施 設

の整備と現時点での方向性を質問いたします。  

  また、学童クラブの利用理由に介護は認められるが、育児が認められないのはなぜなのか、あわせてお聞きしま

す。本当の意味での子育て支援になっていないのではないでしょうか。  

  次に、防災についてでございます。  

  西豊田地区浸水対策として実施中の三千石堰整備事業は、総事業費十四億円、平成三十四年度完成予定という大

規 模 な も の に な り ま し た が 、 当 地 区 で は 平 成 二 十 二 年 度 以 降 、 六 回 に 及 ぶ 被 害 が 発 生 し 、 中 で も 平 成 二 十 五 年 九

月 に は 百 五 十 戸 が 床 下 浸 水 す る と い う ま さ に 都 市 型 洪 水 の 様 相 を 呈 し て い ま す 。 地 域 住 民 の 安 全 ・ 安 心 の た め に

本事業の工期短縮、早期完成はできないのか、お尋ねします。  

  また、既設側溝の排水能力不足が浸水の一因であるならば、町が定期的に側溝の泥上げをしてもよいのではと思

われますが、いかがでしょうか。  

  最後に、西豊田地区には役場を初め、診療所や避難所に指定されている各種公共施設が集中しているわけですが、

そ の 周 辺 が 浸 水 の お そ れ が あ る と い う 現 状 を ど の よ う に 認 識 し て い る の か お 聞 き し て 、 壇 上 か ら の 一 般 質 問 と い

たします。  

○副議長（横山哲英君）  

  二番五十嵐  忍君の一般質問に対する答弁を求めます 。町長。  
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     〔町長  平田博幸君  登壇〕  

○町長（平田博幸君）  

  五十嵐  忍議員の一般質問にお答えいたします。  

  初めに、子育て支援についてのイの学童保育についての対象学年の引き上げやそれに伴う保育 場所の確保等、現

時点での方向性はどうなっているのかについてお答えいたします。  

  学童保育事業の対象学年につきましては、従来 、小学校三年生まででありましたが、平成二十七年度に学童クラ

ブ 運 営 指 針 が 見 直 さ れ 、 小 学 校 六 学 年 ま で に 拡 充 さ れ た と こ ろ で あ り ま す 。 し か し な が ら 、 当 町 に お け る 本 事 業

の 対 象 学 年 に つ き ま し て は 、 需 要 が 少 な か っ た こ と や 保 育 場 所 の 確 保 が 困 難 で あ る こ と な ど の 理 由 か ら 現 在 も 三

学 年 ま で と し て 実 施 し て い る と こ ろ で あ り ま す 。 今 の と こ ろ 、 六 学 年 ま で 引 き 上 げ る こ と は 法 的 に 義 務 化 さ れ た

も の で は な い も の の 、 今 後 予 定 し て い る 意 向 調 査 な ど に よ り 実 態 把 握 を 行 い 、 学 校 の 保 育 場 所 の 確 保 な ど 、 実 施

環境を確認した上で、対象学年拡充に向けて取り組んでまいりたいと考えております。  

  次に、利用理由に介護は認められるのに育児が認められないのはなぜか、本当の意味での子育て支援になってい

な い の で は な い か に つ い て で あ り ま す が 、 学 童 保 育 の 対 象 児 童 に つ き ま し て は 、 国 が 示 す 基 準 に 基 づ き 、 町 の 規

則 に よ っ て 保 護 者 の 労 働 、 疾 病 等 の 理 由 に よ り 適 切 な 監 護 を 受 け ら れ な い 児 童 と 規 定 し て お り 、 こ の よ う な 児 童

が何らかの理由により家庭内において保育することができない場 合に本事業を利用しているものであります。  

  なお、何らかの理由の中には介護も該当いたしますが、これは保護者が同居の親族を常時介護する場合を対象と

し て い る も の で あ り ま す 。 し か し 、 育 児 の 場 合 は 、 子 育 て 中 の 保 護 者 が 日 中 家 庭 内 に い る こ と が 前 提 と な っ て お

り、保育にかける状態ではないという判断から対象となっていないものであります。  

  ご質問の介護と育児に係る実態にはさまざまなケースが想定されますが、本事業は国及び県から補助金の交付を
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受けて実施していることから、基準を遵守せざるを得ないものであることをご理解いただきた いと存じます。  

  次に、防災についてのイの西豊田地区浸水対策についての三千石堰整備事業の工期短縮、早期完成はできないの

かについてお答えいたします。  

  三千石堰は、藤崎八幡宮から鹿島神社間を昭和六十三年から平成八年にかけて水循環 ・再生下水道モデル事業と

し て 整 備 し て ま い り ま し た が 、 下 流 域 が 未 整 備 の た め 豪 雨 時 に は 整 備 済 み 周 辺 地 区 に お い て も 浸 水 の 危 険 性 が あ

り 、 未 整 備 区 間 の 沿 線 り ん ご 園 地 に お き ま し て も 溢 水 な ど が 発 生 し て い る も の で あ り ま す 。 こ の た め 、 西 豊 田 地

区の雨水排水の解消も含め、平成二十七年度から整備事業を実施 しているものであります。  

  ご質問の工期短縮、早期完成はできないのかについてでありますが、昨今、社会資本整備交付金事業の予算規模

が 年 々 減 少 し て い る こ と か ら 、 全 体 の 工 期 短 縮 、 早 期 完 成 は 厳 し い 状 況 と な っ て お り ま す が 、 近 年 多 発 し て い る

ゲ リ ラ 豪 雨 な ど の 水 害 を 未 然 に 防 止 す る た め に も で き る だ け 早 期 の 完 成 を 目 指 す た め 、 関 係 省 庁 、 関 係 機 関 に 働

きかけを強めてまいりたいと思います。  

  次に、既設側溝の排水能力不足が浸水の一因であるならば、町が定期的に側溝の泥上げをしてもよいのではない

か に つ い て で あ り ま す が 、 既 設 側 溝 の 排 水 能 力 に つ き ま し て は 、 本 来 、 町 内 全 て の 道 路 側 溝 に お い て 正 常 に 排 水

処 理 が さ れ る べ き も の で あ り ま す の で 、 集 中 豪 雨 時 に 排 水 処 理 が ス ム ー ズ に 機 能 し て い な い 箇 所 が あ る な ら ば 、

国の公金等を活用しながら整備していまいりたいと考えております。  

  また、側溝の泥上げにつきましては、官民 協働の趣旨をご理解いただき、町内会等で実施された側溝清掃による

汚 泥 の 収 集 及 び 処 分 に つ き ま し て は 、 こ れ ま で ど お り 町 で 実 施 し て ま い り た い と 思 い ま す 。 ま た 、 町 民 に よ る 泥

上 げ が 困 難 な 箇 所 に つ き ま し て は 、 現 状 を 見 き わ め 、 建 設 課 に お い て し ゅ ん せ つ を 実 施 し て ま い り た い と 考 え て

おります。  
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  次に、役場や診療所、避難所に指定されている各種公共施設の周辺が浸水のおそれのある現状をどう認識してい

る の か に つ い て で あ り ま す が 、 大 雨 に よ り 河 川 が 増 水 し 、 万 が 一 、 平 川 の 築 堤 が 大 規 模 に 決 壊 し た 場 合 に は 、 公

共 施 設 が 集 中 す る 西 豊 田 地 区 周 辺 に も 浸 水 が 及 ぶ も の と 認 識 し て お り ま す 。 そ の 際 に は 、 浸 水 す る 危 険 の な い 場

所 へ 避 難 す る こ と が 重 要 で あ り ま す が 、 迅 速 に 住 民 の 安 全 を 確 保 す る 観 点 か ら 、 一 次 あ る い は 二 次 避 難 所 に 指 定

さ れ て い る 役 場 庁 舎 や 文 化 セ ン タ ー 、 ス ポ ー ツ プ ラ ザ 藤 崎 な ど 、 公 共 施 設 の 二 階 部 分 を 活 用 す る こ と も 想 定 し て

お り ま す 。 こ の た め 、 現 在 進 め て い る 役 場 庁 舎 の 改 修 事 業 に つ き ま し て も 、 町 全 体 の 防 災 拠 点 施 設 と し て 耐 震 強

化 を 図 る と と も に 、 浸 水 対 策 と し て 配 慮 し た 設 計 内 容 と し 、 防 災 体 制 強 化 に 努 め て ま い り た い と 考 え て お り ま す 。  

  近年、集中豪雨等による浸水被害が頻発しており、短時間に河川が増水し、甚大な被害が発生する事例が全国的

に ふ え て お り ま す 。 こ の た め 、 町 で は 平 成 二 十 九 年 一 月 に 国 土 交 通 省 よ り 情 報 提 供 さ れ た 岩 木 川 水 系 の 浸 水 想 定

区 域 及 び 想 定 さ れ る 水 深 等 の デ ー タ を も と に 、 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ の 見 直 し を 進 め て い る と こ ろ で あ り 、 こ の マ

ッ プ を 活 用 し て 日 常 か ら 正 し い 防 災 知 識 を 持 っ て い た だ き 、 も し も の 水 害 時 に も 落 ち つ い て 行 動 で き る よ う 周 知

してまいりたいと考えております。  

  以上、五十嵐議員の質問に対する登壇での答弁といたします。  

○副議長（横山哲英君）  

  二番五十嵐  忍君の一般質問に対する答弁が終わりました。  

  これより二番五十嵐  忍君に再質問を許します。 五十嵐  忍君。  

○二番（五十嵐  忍君）  

  それでは、再質問いたします。  

  まず最初に、子育て支援の学童保育に関してでございますが、学童保育の利用料金についてでござい ます。平成
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二 十 七 年 度 に 民 生 教 育 常 任 委 員 会 で 研 修 に 行 き ま し た 福 島 県 の 大 玉 村 と い う と こ ろ は 、 郡 山 、 本 宮 、 二 本 松 の 三

市 が 通 勤 通 学 圏 に な っ て い る こ と か ら 、 定 住 人 口 を 増 加 さ せ る た め に 非 常 に 手 厚 い 子 育 て 支 援 策 を と っ て い る と

こ ろ で 、 そ の 結 果 、 先 ほ ど 来 話 題 に な っ て い ま し た が 、 福 島 県 内 で は 六 町 村 の み と い う 人 口 が 増 加 し て い る 自 治

体 の 一 つ な ん で す が 、 そ こ に 私 た ち は 研 修 に 行 っ て き た ん で す が 、 そ う い う ふ う に 非 常 に 手 厚 い 支 援 を し て い る

と こ ろ で も 、 実 は 学 童 保 育 の 利 用 料 金 が 月 に 六 千 円 で ご ざ い ま し た 。 自 治 体 に よ っ て も 随 分 差 が あ る よ う で 、 藤

崎 町 の よ う に 保 険 料 以 外 は 無 料 と い う と こ ろ も あ れ ば 、 や は り 月 数 千 円 を 取 っ て い る と こ ろ も あ る よ う で し て 、

こ の 月 六 千 円 と い う 大 玉 村 の 事 例 が 平 均 的 な の か な と い う 感 じ が い た し ま す け れ ど も 、 対 象 学 年 を 引 き 上 げ た 場

合 、 保 育 施 設 の 整 備 と か 、 あ る い は そ の 指 導 員 の 増 加 が 必 要 に な る と 思 わ れ る ん で す が 、 そ れ で も 現 在 の ほ ぼ 無

料というものを維持できるものなのか、この点をお尋ねします。  

○副議長（横山哲英君）  

  住民課長。  

○住民課長（久保田  整君）  

  お答えいたします。現在、利用料ということでは徴収してございません。今お話にもござい ましたとおり、登録

料 と し て 二 千 円 を 頂 戴 し て ご ざ い ま す が 、 こ れ は 保 育 し て い る 中 で の 事 故 等 に 対 応 す る た め の 傷 害 保 険 料 金 で ご

ざ い ま す 。 実 質 料 金 は 無 料 と い う こ と に し て ご ざ い ま す 。 そ し て 、 今 お 話 の ご ざ い ま し た 今 後 、 現 在 さ ま ざ ま な

検 討 を し て ご ざ い ま す が 、 対 象 年 齢 の 拡 大 で す と か 、 場 所 等 々 を 検 討 し て ま い り ま す け れ ど も 、 料 金 に つ き ま し

ては徴収するという考えは現在はございません。以上でございます。  

○副議長（横山哲英君）  

  五十嵐  忍君。  
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○二番（五十嵐  忍君）  

  私は個人的には高学年には自立を促すことも大切なのかなという 気もいたしますが、その中においてでも子供の

成 長 は 一 律 で は な い の で 、 例 え ば 今 現 在 は 三 月 三 十 一 日 ま で で 打 ち 切 ら れ て 、 四 月 一 日 か ら は 小 学 校 四 年 生 が 本

当 に そ の 対 応 に 苦 慮 し て い る 、 そ う い う 子 も 見 ら れ ま す の で 、 学 年 引 き 上 げ に 関 し て は 、 例 え ば い き な り 六 年 生

にしなくても移行措置的なものがあってもいいのかなという感じはいたします。  

  続いて、利用の理由に関してお聞きします。保護者の就労だけではなく、出産予定日の前六週間、後八週間、疾

病 、 障 害 、 介 護 、 看 護 、 災 害 、 就 学 な ど に よ り 家 庭 で の 保 育 が 困 難 と 認 め ら れ る 場 合 と い う ふ う に か な り 幅 広 い

理 由 を 認 め て い る わ け な ん で す が 、 そ の 中 で 今 ま さ に 子 育 て 中 の 乳 幼 児 を 子 育 て し て い る 人 が 利 用 で き な い 、 認

め ら れ な い と い う こ と に 関 し て で ご ざ い ま す け れ ど も 、 介 護 は 認 め ら れ る の に 、 乳 幼 児 の 育 児 を し て い る の が 理

由 に 認 め ら れ な い と い う の は 、 参 考 ま で に 介 護 認 定 の 目 安 を ち ょ っ と お 話 し し ま す け れ ど も 、 要 支 援 の 一 や 二 で

あ り ま す と 、 食 事 や 排 せ つ な ど は 自 分 で で き る が 、 日 常 生 活 の 一 部 に 介 助 が 必 要 と 。 か な り 自 立 度 は 高 い と 思 わ

れ る ん で す が 、 乳 幼 児 で す と こ の 自 立 は し て い ま せ ん よ ね 。 そ う い う 子 供 た ち を 見 て い る 人 が 利 用 で き な い と い

うのは、ちょうどバランスを欠いているんじゃないかなと思いますが、この点いかがでしょうか。  

○副議長（横山哲英君）  

  住民課長。  

○住民課長（久保田  整君）  

  お答えいたします。まず、介護についてでございますが、今お話のございました要支援等のいわゆる介護度の低

い 方 、 自 立 度 の 高 い 方 が も ち ろ ん 学 童 保 育 の 対 象 と し て は ご ざ い ま せ ん で 、 広 い 意 味 で 介 護 と い う も の を 案 内 書

に 掲 示 は し て ご ざ い ま す が 、 実 際 の と こ ろ 町 長 の 答 弁 に も ご ざ い ま し た よ う に 、 家 庭 内 に お い て 常 時 介 護 を 要 す
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る 状 態 と い う こ と で い き ま す と 、 今 の そ の 介 護 度 と い う 度 合 い で 申 し 上 げ れ ば 、 重 度 の 介 護 状 態 、 介 護 度 で い け

ば四、五というふうなところを、規定はございませんけれども、そのような目安で判定してございます。  

  それから、育児に関しましてですけれども、育児と申しますのは、ご存じのとおり乳幼児を保育している状態と、

養 育 し て い る 状 態 と い う こ と で 、 家 庭 内 に お い て 保 育 に 欠 け る 状 態 で は な い と い う こ と に な っ て ご ざ い ま す 。 国 、

県 の 補 助 事 業 と い う こ と で 実 施 し て い る 学 童 保 育 事 業 、 法 的 に は 放 課 後 児 童 健 全 育 成 事 業 と い う ふ う に 申 し 上 げ

ま す が 、 放 課 後 に お い て そ の 児 童 を 対 象 と す る 家 庭 内 の 状 況 と い う こ と か ら い け ば 、 育 児 は 保 育 に 欠 け る 状 態 に

は当たらないので対象とはできないというふうになってございます。以上でございます。  

○副議長（横山哲英君）  

  五十嵐  忍君。  

○二番（五十嵐  忍君）  

  介護が理由に認められるというところで私の介護認定に対する認識がちょっと違ったようでございまして、そこ

は 訂 正 さ せ て い た だ き ま す 。 た だ 、 学 童 保 育 は 本 来 は 、 そ も そ も は 児 童 福 祉 の 観 点 か ら ス タ ー ト し た と 私 は 認 識

し て い る ん で す が 、 と い う の は 、 い わ ゆ る 鍵 っ 子 対 策 と い う ん で す か 、 そ う い う 子 供 た ち が 放 課 後 、 そ れ か ら 土

曜 日 な ど に 健 全 な 育 成 が さ れ る と い う こ と が 目 的 で 始 ま っ た と 思 っ て い ま す が 、 近 年 は 子 育 て 支 援 の ほ う に 重 き

が 置 か れ て い る と 思 う ん で す が 、 そ れ に も か か わ ら ず 、 子 育 て の 最 中 の 大 変 な 乳 幼 児 の 育 児 を し て い る 人 は こ れ

が 認 め ら れ な い ん で し ょ う か 、 理 由 と し て 。 こ れ は 早 急 に 見 直 す 必 要 が あ る と 思 う ん で す が 、 そ の 可 能 性 は ど う

なんでしょう。  

○副議長（横山哲英君）  

  住民課長。  
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○住民課長（久保田  整君）  

  お答えいたします。先ほども申し上げましたとおり、この国の制度にのっとって実施している以上、国の基準と

い う も の 、 こ れ は 守 ら な け れ ば な ら な い も の か と 思 い ま す 。 た だ 、 先 ほ ど 来 申 し 上 げ て お り ま す が 、 検 討 し て い

る と い う も の の 中 で 対 象 学 年 あ る い は 実 施 場 所 、 ほ か に も 検 討 し て い き た い と い う ふ う に 考 え て い る も の は ご ざ

い ま す 。 例 え ば 運 営 形 態 と か 福 祉 と 教 育 の 融 合 、 そ う い う ふ う な も の ま で も 今 後 検 討 し て ま い り た い と い う ふ う

に考えてございます。  

  その対象学年につきましては、近々、小学校の児童保護者を対象にしていわゆるアンケート、どれだけの需要が

あ る の か と い う ふ う な こ と も 実 施 し た い と 考 え て お り ま す 。 そ う い う も の も 含 め て 、 今 、 議 員 の お 話 に ご ざ い ま

し た 対 象 理 由 と い う も の も 今 後 実 施 可 能 な も の か ど う か と い う ふ う な も の も あ わ せ て 検 討 し て い け れ ば と い う ふ

うに考えてございます。以上でございます。  

○副議長（横山哲英君）  

  町長。  

○町長（平田博幸君）  

  私から答弁を求められていないのに手を挙げてしまいました。五十嵐議員におかれましては、特に教育、子育て

支 援 、 非 常 に 熱 心 に 毎 回 の よ う に 一 般 質 問 し て い た だ い て い る こ と に 敬 意 を 表 し な が ら 、 ち ょ っ と こ の 子 育 て 支

援、学童保育について私の考え方をまずお伝えしておきたいと、そう思ってございます。  

  国の制度は確かに平成二十七年度から六年生まで拡大せよ と。ただ、それは義務化ではないというような決まり

で ご ざ い ま す け れ ど も 、 私 は も う 一 年 生 、 三 年 生 ま で は こ れ は 多 少 は 親 御 さ ん も 先 生 方 も 手 が か か る だ ろ う と 。

や っ ぱ り 自 立 す る た め に は 、 四 年 生 か ら は や っ ぱ り 部 活 動 、 放 課 後 学 校 で や っ て い る 例 え ば 文 化 部 で あ り 、 あ る
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い は 地 域 で や っ て い る ス ポ ー ツ 少 年 団 で あ り 、 そ の 部 活 動 に よ っ て ま た 人 間 形 成 も 図 ら れ る し 、 協 調 性 も 図 ら れ

る し 、 我 慢 強 い 、 そ し て 向 上 心 も 図 ら れ る 、 私 は 一 人 一 人 の 子 供 が 自 立 し て い く ん だ ろ う と 、 そ う 思 っ て ご ざ い

ます。  

  ですから、国の制度も確かに決まりはあるものの、後段の 五十嵐議員が指摘しているゼロ歳児というのは、私は

男 の 子 二 人 し か い ま せ ん け れ ど も 、 そ の 子 育 て は 家 内 に 任 せ っ き り で 、 そ の つ ら さ 、 厳 し さ と い う も の は 余 り わ

か ら な く 推 移 し て き ま し た け れ ど も 、 確 か に ゼ ロ 歳 児 、 お っ ぱ い を 飲 ま せ た り 、 お し め を か え た り と い う の は 、

や っ ぱ り 介 護 以 上 に 負 担 が か か る だ ろ う と 、 そ う 思 っ て ご ざ い ま す 。 そ の 観 点 か ら 、 国 で も あ ら ゆ る 方 向 か ら こ

の 学 童 保 育 に つ い て ま た 見 直 し と い う と こ ろ で 、 今 課 長 が 答 え た と お り で ご ざ い ま す し 、 ま た 、 私 ど も も 上 層 機

関 と た び た び お 会 い す る 機 会 は あ り ま す の で 、 五 十 嵐 議 員 か ら ご 指 摘 が あ っ た こ と は 、 い ろ い ろ 上 層 機 関 に ま た

お伝えしていきたいと、そう思ってございます。以上であります。  

○副議長（横山哲英君）  

  五十嵐  忍君。  

○二番（五十嵐  忍君）  

  よろしくご検討いただきたいと思います。  

  それでは、次に防災についての三千石堰の改修工事に関してなんですが、先ほど側溝の泥上げに関して官民 協働

で 住 民 や 町 内 会 に 行 っ て ほ し い と 、 そ の 上 げ た 泥 に 関 し て は 町 側 が 回 収 す る と い う お 話 だ っ た ん で す が 、 住 民 が

自 主 的 に や る 、 町 内 会 を 初 め と し て や る と い う そ の 趣 旨 は わ か り ま す が 、 側 溝 の 排 水 能 力 が 不 足 し て い る が た め

に浸水のおそれがある地域がほかにあるんでしょうか。お聞きします。  

○副議長（横山哲英君）  
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  建設課長。  

○建設課長（阿部  悟君）  

  お答えします。まず、道路側溝以外でも排水路、用水路、全ての 面で町建設課が維持管理に努めているところで

ご ざ い ま す が 、 近 年 と い い ま す か 、 ダ ム の 整 備 に よ っ て 大 分 ゲ リ ラ 豪 雨 に 対 し て の 浸 水 云 々 に 関 し て は 軽 減 さ れ

て き た の か な と い う こ と で は 感 じ て お り ま す け れ ど も 、 そ れ 以 前 に 平 成 二 十 五 年 以 降 、 そ れ 以 前 、 大 分 浸 水 地 域

が あ っ た よ う に 思 っ て お り ま す け れ ど も 、 そ の 中 に お い て も 我 々 の 職 場 に 近 い と こ ろ で 言 い ま す と 西 豊 田 地 区 と

か 、 そ し て ま た 、 常 盤 で い う 亀 田 地 区 、 榊 地 区 、 多 方 面 で そ う い う 地 域 が あ る と い う こ と も 認 識 は し て お り ま す 。

以上でございます。  

○副議長（横山哲英君）  

  五十嵐  忍君。  

○二番（五十嵐  忍君）  

  西豊田以外にも亀田地区や榊地区もそういうおそれというか、そういうことがあるということでしたが、そうい

う 地 区 で あ れ ば 、 町 が 側 溝 の 泥 上 げ を し て く れ て も ほ か の 町 民 の 理 解 は 得 ら れ る と 思 う ん で す が 、 い か が で し ょ

うか。  

○副議長（横山哲英君）  

  建設課長。  

○建設課長（阿部  悟君）  

  今までの実態というか実績といいますか、確かに町当局で予算をつけてしゅんせつ、あるいは泥上げをしている

箇 所 も 多 々 あ り ま す 。 た だ 、 一 部 の 町 内 、 一 般 町 民 の 方 々 に お い て も そ う い う 既 設 の 側 溝 の 清 掃 と い う 意 味 で は
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協 力 し て い る 面 が 多 々 あ る こ と は 認 識 し て お り ま す け れ ど も 、 全 域 を カ バ ー し て い く と い う こ と の お 約 束 は 今 で

きませんけれども、できるだけ予算取りをして 町当局で対応できるように努めてまいりたいと考えます。  

以上です。  

○副議長（横山哲英君）  

  町長。  

○町長（平田博幸君）  

  議員から求められたこと、そしてまた、町民から求められたこ と、一〇〇％やるのは、これは町長でございます

し 、 町 の 職 員 で も ご ざ い ま す 。 た だ 、 財 政 と い う の は 限 ら れ て お り ま す の は 、 五 十 嵐 議 員 も 当 然 い ろ い ろ 勉 強 し

ているので、我が町の財政状況もしっかり把握しての質問だと、そう思ってございます。  

  今、建設課長もお答えいたしましたけれども、まず平時、平時というのはこういう気候のときです。担当課、こ

れ は 建 設 課 を 主 に し て 、 あ る い は 上 下 水 道 も ち ょ っ と 入 っ て く る か も し れ ま せ ん 。 そ の 方 た ち が ま ず 現 場 に 出 て 、

ま ず 調 査 す る と 。 側 溝 の 堆 積 と か な ん と か を 調 査 し て 、 そ し て そ の 中 で 優 先 順 位 を 決 め て 、 一 年 に 一 回 は で き ま

せ ん け れ ど も 、 例 え ば 五 年 計 画 を 立 て て 、 こ こ の 堆 積 が 厳 し い か ら こ れ は 行 政 で や っ た ほ う が い い と 、 あ る い は

地域の方も手を挙げてやっている実際の町内もございます。  

  そういうことで、一つ一つ全て行政ではなく、みんなで住みよい環境を整える、つくっていくというのは、やっ

ぱ り 議 員 の 皆 さ ん も 町 民 各 位 も そ う だ と 思 っ て い ま す け れ ど も 、 一 〇 〇 ％ や り た い け れ ど も 財 政 が 厳 し く て で き

ないということもお察しいただければなと、そう思ってございます。  

  しかし、災害を防ぐためには予算も投入するのが、これは行政でござい ますので、その現場のチェックは担当課

に 責 任 を さ ら に 持 た せ て チ ェ ッ ク し て 優 先 順 位 を つ け て 、 し ゅ ん せ つ と か 、 い ろ い ろ 、 泥 上 げ は 随 時 し て い き た
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いと、そう思ってございます。以上であります。  

○副議長（横山哲英君）  

  五十嵐  忍君。  

○二番（五十嵐  忍君）  

  今、町長がおっしゃったように、本当に毎年でなくてもいいんです。四年に一回でも五年に一回でもやっていた

だ け る と 全 然 違 う の で 、 町 長 、 覚 え て お い で で し ょ う か 。 ま だ 平 田 町 長 が 町 会 議 員 だ っ た 時 代 に 、 う ち の ほ う の

側 溝 の 泥 の そ の 状 況 を 見 に 来 て い た だ い た こ と が あ る ん で す が 、 覚 え て お い で で す か 。 そ の 当 時 か ら 余 り 状 況 が

変 わ っ て い な い よ う な 状 態 で ご ざ い ま し て 、 例 え ば 私 は 塾 を や っ て い る ん で す が 、 子 供 た ち が 塾 に 入 っ て く る と

き に ズ ボ ン の 裾 を ま く っ て 入 っ て く る よ う な と き も あ る ん で す よ 。 そ の ぐ ら い 水 が 上 が る と 、 本 当 に 急 激 に 道 路

の 水 位 が 上 昇 し ま す 。 家 を 出 る こ ろ 、 学 校 を 出 る こ ろ は 何 で も な か っ た も の が 、 塾 に 着 く ま で に は そ う い う ふ う

に な っ て い る と い う 。 私 も 西 豊 田 の 住 民 な の で 、 本 当 に 近 年 一 気 に 水 が 上 が っ て く る 。 そ う す る と 、 も う 玄 関 の

ド ア が あ か な く な る の で は な い か と い う お そ れ も あ り ま す 。 夜 中 に 雨 が 降 っ て い る と 本 当 に 特 に そ う い う ふ う に

感 じ ま す 。 こ れ は 西 豊 田 住 民 み ん な の あ る 意 味 悲 願 と い い ま す か 、 こ れ は 何 と か 解 消 し て い た だ き た い と 思 い ま

す。  

  あと、避難所としてのこの地域の機能なんですけれども、間もなくことしも防災訓練がやってきますが、防災訓

練 の と き に は 例 年 、 白 子 地 区 の 住 民 が 平 川 の 増 水 、 洪 水 の お そ れ あ り と い う 想 定 で 避 難 し て き て 、 そ れ を 避 難 所

に 誘 導 す る と い う こ と を や っ て い る ん で す が 、 私 は そ の と き 、 こ の 方 た ち は 本 当 に こ こ に 避 難 で き る の だ ろ う か

と 。 も し 西 豊 田 地 区 の 道 路 が 冠 水 し て い れ ば 、 こ こ は 避 難 所 と し て 機 能 を 果 た せ る の か な と い う 心 配 と い い ま す

か 疑 問 と い い ま す か 、 そ う い う も の を ず っ と 持 っ て ま い り ま し た 。 こ れ は も は や 想 定 外 で は な く 、 全 て が 想 定 内
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だ と 思 う ん で す が 、 殊 に 防 災 に 関 し て は 安 全 な く し て 安 心 は な い ん だ と い う こ と を 申 し 上 げ て 、 私 か ら の 再 質 問

といたします。ありがとうございました。  

○副議長（横山哲英君）  

  これで二番五十嵐  忍君の一般質問は終了いたしました。  

  昼食のため、休憩をいたします。 再開は午後一時といたします。  

休  憩  午前十一時二十六分  

                                                   

再  開  午後  一時   一分  

○副議長（横山哲英君）  

  休憩を取り消し、会議を再開いたします。  

  次に、三番奈良完治君に一般質問を許します。奈良完治君。  

     〔三番  奈良完治君  登壇〕  

○三番（奈良完治君）  

  議席番号三番奈良完治です。ただいま議長のお許しをいただきましたので、平成二十九年第二回定例会での町政

に対する一般質問をさせていただきます。  

  さて、昨年に引き続き少雪暖冬であったため、農作物、特にリンゴについては園地の雪解けが早く進むと思いき

や 、 思 い の ほ か 気 温 が 上 が ら ず 、 四 月 初 旬 に 切 り 落 と し た 枝 の 処 理 作 業 を 開 始 し た た め 、 黒 星 病 対 策 の た め に 早

め た 十 三 日 前 後 か ら 始 ま っ た 薬 剤 散 布 に 間 に 合 わ せ る た め に 非 常 に 忙 し い 思 い を し た 春 先 で あ っ た よ う に 思 い ま

す 。 毎 年 心 配 さ れ る 開 花 時 期 の 霜 の 被 害 も な く 、 順 調 か と 思 い き や 、 今 に な っ て カ ラ マ ツ や 実 を つ け な い 、 休 ん



 - 33 - 

でいる木が目立ってきている状況ではないでしょうか。  

  また、国内外に目を向ければ、北朝鮮による核と弾道ミサイルの問題、イスラム国による世界各地でのテロ事件、

ト ラ ン プ 大 統 領 に よ る 地 球 温 暖 化 対 策 な ど の 協 定 で あ る パ リ 協 定 か ら の 脱 退 な ど 、 未 来 志 向 が 見 渡 せ な い 状 況 に

陥っている現状ではないかと思っています。  

  国内に目を向ければ、森友学園、加計学園の問題、東京都の 相も変わらない豊洲、築地の問題、政治家の器量不

足 が 招 い て い る こ と に 憤 り を 感 じ て い る こ の ご ろ で は な い で し ょ う か 。 困 っ た ら 原 点 に 立 ち 返 る 、 こ の 言 葉 を 理

解、実行に移せば、展望が開けていくと私は思っています。  

  さて、それでは先般通告をした質問事項に移らせていただきます。  

  五月二十七日の東奥日報の朝刊に「大鰐  県所有  旧弘南大鰐校舎跡四万三千平米が町に三百万円で売却打診」

と の 記 事 が 掲 載 さ れ て い ま し た 。 こ の こ と に 町 議 会 や 町 民 か ら は 安 い と 驚 き の 声 が 聞 か れ た と 同 時 に 、 ぜ ひ 購 入

す べ き と の 声 が 上 が っ て い る よ う で し た 。 た だ 、 取 得 に 際 し て は 有 効 利 用 し て ほ し い と の 声 も あ り 、 町 と し て も

取 得 し な い 方 針 で あ り ま し た が 、 議 員 か ら の 利 活 用 の 提 案 が あ れ ば 検 討 す る と の 方 針 に 変 わ っ た よ う で あ り ま し

た。  

  そこで、質問をさせていただきます。  

  当町の弘前実業高校藤崎校舎も平成三十一年に閉校予定となっているわけですが、平成二十五年に閉校となった

弘 前 南 高 校 大 鰐 校 舎 と い ろ い ろ 条 件 は 違 う と 思 い ま す が 、 閉 校 に 伴 い 、 校 地 、 校 舎 、 そ の 他 の 施 設 の 売 却 、 譲 渡

な ど の 県 と の 協 議 な ど は 行 わ れ て い る の か 。 ま た 、 町 と し て の 活 用 方 法 な ど の 計 画 を 持 ち 合 わ せ て い る の か を お

尋ねいたします。  

  そして、二つ目の質問として、地方創生に関連した人口増、そして定住事業についてお尋ねいたします。  
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  当町には老朽化したと思われる公団型鉄筋コンクリートづくりで建設された集合住宅がみどり団地、しらかば団

地 に あ る わ け で す が 、 約 四 十 年 を 経 過 し 、 内 外 部 と も 傷 み が 激 し い と 聞 き 及 ん で い ま す が 、 そ の 現 状 に つ い て お

尋ねいたします。  

  入居者の安全・安心が確保できている耐震化 を有しているのか 。そして、有しているのであれば、その測定方法

などをお知らせください。  

  二番目として、現在の使用率と家賃をお尋ねいたします。  

  三番目として、正確な経過年数と生活する上で一番重要な部屋の模様がえ、そして電気、衛生設備の改修工事な

どの実績についてお尋ねいたします。  

  四番目として、入居者の利便性を考慮し、改修、改築の際、買い物、医療、行政サービス、交通機関 を鑑み、西

豊 田 イ オ ン 向 か い 側 に 移 転 な ど も 検 討 し て み て は い か が で し ょ う か 。 新 た な に ぎ わ い 、 町 の 核 を つ く り 、 地 方 創

生 の 中 の 町 発 展 を 実 現 す る た め に も 提 言 さ せ て い た だ き ま し て 、 私 の 壇 上 か ら の 質 問 を 終 わ ら せ て い た だ き ま す 。  

○副議長（横山哲英君）  

  三番奈良完治君の一般質問に対する答弁を求めます 。町長。  

     〔町長  平田博幸君  登壇〕  

○町長（平田博幸君）  

  奈良議員の一般質問にお答えいたします。  

  初めに、行政運営についてのイの平成三十一年に閉校予定の弘前実業高校藤崎校舎についての閉校に伴う校地、

校 舎 、 そ の 他 施 設 の 県 と の 売 却 、 譲 渡 等 の 協 議 は 進 ん で い る の か と 、 町 と し て の 活 用 方 法 等 の 計 画 を 持 ち 合 わ せ

ているのかにつきましては、関連がございますのであわせてお答えいたします。  
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  県立弘前実業高等学校藤崎校舎は、本県の基幹産業であるリンゴなどの栽培に関する専門的な学習を実践する日

本 で 唯 一 の り ん ご 科 を 有 し 、 人 間 性 豊 か で 社 会 に 貢 献 で き る 人 材 の 育 成 を 教 育 目 標 と し て 、 一 九 四 八 年 、 昭 和 二

十 三 年 五 月 の 創 立 以 来 、 こ と し で 六 十 九 年 を 数 え る 歴 史 と 伝 統 の あ る 高 等 学 校 で あ り ま す 。 生 産 量 世 界 一 を 誇 る

ふ じ 発 祥 の 地 の 我 が 町 に 立 地 す る 藤 崎 校 舎 が 、 さ き に 県 教 育 委 員 会 か ら 示 さ れ た 県 立 高 等 学 校 教 育 改 革 第 三 次 実

施 計 画 に よ り 、 平 成 二 十 九 年 四 月 で 生 徒 募 集 停 止 と な り 、 平 成 三 十 一 年 三 月 を も っ て 閉 校 と な り ま す こ と は 、 町

といたしましても地域活力の衰退が懸念されるところであり、今も存続を願っているところであります。  

  ご質問にありました県 との協議についてでありますが、県立学校において募集停止が決定した高等学校の校舎等

の 利 活 用 に つ き ま し て は 、 平 成 十 九 年 三 月 に 策 定 さ れ た 青 森 県 県 有 施 設 利 活 用 方 針 に 基 づ き 、 ま ず 県 全 体 で そ の

利 活 用 に 関 す る 検 討 を 行 い 、 県 が 利 用 し な い 場 合 に は 学 校 が 所 在 す る 市 町 村 に 対 し 照 会 を 行 う こ と と な っ て お り

ますが、今現在、県からの照会は届いておりません。  

  次に、町営住宅についてのイのみどり団地、しらかば団地についての耐震性と測定方法についてお答えいたしま

す。  

  当該団地は、昭和四十八年度から昭和五十三年度にかけて旧耐震基準により建設された団地であります。昭和五

十 六 年 に 耐 震 基 準 が 改 正 さ れ た こ と に よ り 、 平 成 十 四 年 度 に 耐 震 診 断 を 実 施 し て お り ま す 。 当 時 の 耐 震 診 断 は 、

建 物 重 量 か ら 耐 震 性 能 を 計 算 す る 方 法 と コ ア 抜 き に よ る コ ン ク リ ー ト の 強 度 試 験 及 び 目 視 に よ る 劣 化 状 況 の 確 認

を し て お り 、 診 断 の 結 果 に つ き ま し て は 倒 壊 、 崩 壊 す る 危 険 性 は 低 い も の の 、 早 目 の 改 修 が 望 ま れ る と の 結 果 と

なっております。  

  次に、使用率と家賃の現状についてでありますが、みどり団地は全百二十戸配置され、現在百五戸の入居があり、

八 七 ・ 五 ％ の 使 用 率 と な っ て お り ま す 。 ま た 、 し ら か ば 団 地 で は 、 全 二 十 四 戸 に 対 し 二 十 戸 の 入 居 で 八 三 ・ 三 ％
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の使用率となっております。  

  また、住宅使用料の現状につきましては、公営住宅法等 による入居収入基準に基づき、みどり団地の最低家賃は

九 千 九 百 円 、 最 高 家 賃 は 五 万 一 千 二 百 円 と な っ て お り ま す 。 ま た 、 し ら か ば 団 地 で は 、 最 低 家 賃 が 七 千 六 百 円 、

最高家賃は二万五千二百円となっております。  

  次に、経過年数と内部の設備を含めた改修工事の実績についてでありますが、経過年数につきましては、みどり

団 地 の 古 い 棟 が 昭 和 四 十 九 年 度 に 建 設 さ れ て お り 、 四 十 二 年 を 経 過 し て お り ま す 。 ま た 、 し ら か ば 団 地 に つ き ま

し て は 、 平 成 四 十 八 年 度 に 建 設 さ れ 、 四 十 三 年 を 経 過 し て い る も の で あ り ま す 。 改 修 工 事 の 実 績 に つ き ま し て は 、

主 な も の と し て 屋 根 の 塗 装 や 受 水 槽 切 り か え 、 玄 関 ド ア 取 り か え な ど を 行 っ て お り ま す 。 ま た 、 内 部 の 設 備 等 に

つ き ま し て は 、 退 去 時 に お け る 畳 が え や 壁 塗 装 な ど が 主 な も の で あ り 、 そ の 他 設 備 な ど に つ き ま し て は 故 障 な ど

により個別に実施しているところであります。  

  次に、改修、改築の際、買い物、医療、行政サービス、交通機関 等を考慮し、西豊田移転の検討についてであり

ま す が 、 平 成 二 十 八 年 度 に 見 直 し を 実 施 し た 藤 崎 町 公 営 住 宅 等 長 寿 命 化 計 画 に お き ま し て 、 平 成 三 十 八 年 ま で の

間 、 両 団 地 と も 維 持 管 理 を 行 う 計 画 と な っ て お り ま す 。 ま た 、 移 転 の 検 討 に つ き ま し て は 、 長 寿 命 化 計 画 に 基 づ

き 、 現 在 の 公 営 住 宅 を 維 持 管 理 し な が ら 、 人 口 の 推 移 、 環 境 面 、 入 居 状 況 等 を 踏 ま え て 今 後 検 討 し て ま い り た い

と考えております。  

  以上、奈良議員の質問に対する登壇での答弁といたします。  

○副議長（横山哲英君）  

  三番奈良完治君の一般質問に対する答弁が終わりました。  

  これより三番奈良完治君に再質問を許します。奈良完治君。  
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○三番（奈良完治君）  

  今、町長のほうから昭和二十三年に設立し、六十九年間この藤崎町に大変貢献してきた非常に いたわしい施設か

と 思 い ま す 。 そ の 中 で 、 県 か ら こ の 活 用 方 法 の 照 会 は ま だ な い と の 答 弁 を い た だ き ま し た 。 今 そ れ こ そ 、 岩 木 高

校 は 弘 前 、 た し か 養 護 学 校 に な る は ず で す 、 県 管 理 か と 思 い ま す け れ ど も 。 あ と 、 決 ま っ て い る の は そ の ぐ ら い

で 、 こ れ か ら 今 、 板 柳 高 校 、 鶴 田 高 校 、 五 所 川 原 工 業 に 編 入 と い う 案 も 出 て い る よ う で す 。 そ ん な 中 で の 再 質 問

と い う こ と で 、 い ろ い ろ 言 い に く い 面 と か あ る か と 思 い ま す け れ ど も 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 そ れ に 、 現

在 二 年 生 、 三 年 生 が 在 学 中 で あ り 、 生 徒 、 父 母 の こ と を 考 慮 し な が ら の 答 弁 と な る か と 思 い ま す が 、 よ ろ し く お

願いいたします。  

  それでは、現在の藤崎校舎の校地 と校舎、その他の施設の規模を再度お聞かせ願います。  

○副議長（横山哲英君）  

  生涯学習課長。  

○生涯学習課長（森  篤君）  

  私からでございますが、まずはアップル球場を使用して賃貸借を結んで使用しているということで、生涯学習課

として県とのいろいろなやりとりもしておりましたので、その関係から説明させていただきます。  

  それでは、お答え申し上げます。現時点の藤崎校舎の敷地面積でございますが、 十二万一千六百平米ほどござい

ま す 。 そ の う ち 農 地 等 の 地 勢 面 積 で ご ざ い ま す け れ ど も 、 五 万 五 千 九 百 平 米 程 度 。 そ れ か ら 、 校 舎 の 敷 地 、 校 舎

そ れ か ら 建 物 、 体 育 館 と あ り ま す け れ ど も 、 そ の 敷 地 面 積 で す が 、 六 万 五 千 七 百 平 米 程 度 で ご ざ い ま す 。 以 上 で

す。  

○副議長（横山哲英君）  
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  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  先ほど私は大鰐町が四万三千平米というふうに ちょっと発言したんですけれども、その約三倍ぐらいの規模があ

る わ け で す よ ね 。 そ れ が ま る っ き り 返 還 と い う こ と は な い ん で し ょ う け れ ど も 、 閉 鎖 と い う の は 非 常 に 寂 し い 思

いがします。  

  それでは、以前学校、今の藤崎校舎かその前かちょっと私も記憶が定かではないんですけれども、今現在の校地、

つ ま り 土 地 は 町 か ら の 寄 附 行 為 が あ っ た よ う に 先 輩 か ら 聞 き 及 ん だ こ と が あ る ん で す が 、 そ の 部 分 の 内 容 に つ い

てわかる範囲でお知らせください。  

○副議長（横山哲英君）  

  生涯学習課長。  

○生涯学習課長（森  篤君）  

  町から県のほうに対しまして移管協定したものがございます。昭和四十七年度に実施したもので、そのとき の協

定 書 を 見 て み ま す と 、 面 積 に つ き ま し て は 六 万 一 千 三 百 平 米 程 度 の 寄 附 協 定 を し て お り ま す 。 そ の う ち 、 農 地 に

つ き ま し て は 二 万 八 千 三 百 平 米 程 度 、 そ れ か ら 運 動 場 、 そ れ か ら 校 舎 で す け れ ど も 、 四 万 二 千 平 米 程 度 で ご ざ い

ます。以上です。  

○副議長（横山哲英君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  初めてのことなので町としても対応が非常に難しいと思うんですけれども、この町からの寄附分に関しての無償
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返還ということは考えられるものでしょうか。わかる範囲で結構です。  

○副議長（横山哲英君）  

  生涯学習課長。  

○生涯学習課長（森  篤君）  

  冒頭にアップル球場の使用貸借の関係で県との協議といいますか、打ち合わせ等をした中で、書類等はないんで

ご ざ い ま す が 、 言 葉 で は 聞 い て い る も の が あ り ま す 。 移 管 協 定 し た 先 ほ ど の 六 万 一 千 三 百 平 米 程 度 の も の に つ き

ましては、公共用で使う場合については無償で譲渡というふうな話を聞いております。以上です。  

○副議長（横山哲英君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  六万一千三百平米でしたか、もし無償譲渡してくれるのであれば、これは町としても活用したほうがいいかと思

います。  

  ちょっと質問させていただき たいんですけれども、先ほど課長のほうから野球場を県から貸し付けを受けている

というような話を聞きました。その内容についてまずお聞きいたします。  

○副議長（横山哲英君）  

  生涯学習課長。  

○生涯学習課長（森  篤君）  

  藤崎アップル球場につきましては、平成二十一年九月から契約をしております。今までは長期契約を結んでおり

ま し て 現 在 で 三 期 目 と い う こ と で 、 三 期 目 の 契 約 期 間 が 平 成 三 十 二 年 三 月 三 十 一 日 ま で と い う こ と に な っ て ご ざ
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います。以上です。  

○副議長（横山哲英君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  そうすれば、主に利用している団体、個人、件数、人数などを教えていただければ。  

○副議長（横山哲英君）  

  生涯学習課長。  

○生涯学習課長（森  篤君）  

  お答えいたします。アップル球場につきましては、四月から十一月 までの利用期間を設けておりまして、その間、

昨 年 度 の 実 績 で ご ざ い ま す け れ ど も 、 二 百 十 五 日 の 利 用 が ご ざ い ま し て 、 人 数 で 言 い ま す と 九 千 五 百 人 程 度 が 利

用されております。以上です。  

○副議長（横山哲英君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  また将来的なお話なんですけれども、今、課長から延べ日数で二百十五日、約九千五百人、一万人近い人が利用

し て い る と い う 報 告 を 受 け ま し た 。 当 町 と し て も あ の 野 球 場 に 整 備 で い ろ い ろ 経 費 を か け て き た 経 緯 が あ り ま す

し 、 こ れ ぐ ら い の 使 用 日 数 と 使 っ て い る 方 が い ら っ し ゃ る の で あ れ ば 、 将 来 的 に こ こ だ け で も と い う 展 望 な ど が

もしありましたら、お考えがありましたらお聞かせください。  

○副議長（横山哲英君）  
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  生涯学習課長。  

○生涯学習課長（森  篤君）  

  お答えいたします。当アップル球場用地につきましては、県の所有地でございます。先ほど町から移管協定した

土 地 の 話 も さ せ て い た だ き ま し た が 、 こ の 土 地 に つ き ま し て は 県 が 個 人 か ら 購 入 し て 設 け た 球 場 で ご ざ い ま す 。

そ の 場 合 、 私 た ち の ほ う で は 無 償 で の 賃 貸 借 を 結 ば せ て い た だ き ま し て 利 用 さ せ て い た だ い て い る と い う こ と で 、

今後もその無償契約での利用を考えております。  

  しかしながら、今、白子バイパスが建設中でございまして、交通量もふえることから 利用頻度が高まるものと思

っております。それについてもいろいろな協議をしている最中でございます。以上です。  

○副議長（横山哲英君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  今現在使われている学校ということで私も余り強く聞けない部分があるんですけれども、町としても当然存続を

望 ん で い る と い う 前 提 の 中 で す の で 、 切 り 込 ん だ お 話 が で き な い の が ち ょ っ と 残 念 な ん で す け れ ど も 、 先 ほ ど 町

長 の 答 弁 に も あ り ま し た が 、 日 本 で 唯 一 の り ん ご 科 を 有 し て お り 、 生 産 量 世 界 一 を 誇 る ふ じ 発 祥 の 地 と い う こ と 、

この施設をなくすことはそれこそ非常に残念無念というのが本音です。  

  今この多様化の社会の中で、私も含めてでありますけれども、転職、それから新規就農を目指す人たちもふえて

い ま す 。 そ の た め に 職 業 訓 練 校 の 創 設 を 考 え て み て は い か が で し ょ う か 。 県 は リ ン ゴ が 基 幹 産 業 だ と う た っ て い

ま す が 、 今 学 校 を 閉 校 に す る と い う 、 そ う い う 形 を と っ て お り ま す の で 、 な か な か 働 き か け も 難 し い と 思 い ま す

の で 、 国 ま た は 弘 前 、 県 内 、 平 川 市 、 い ろ い ろ な 市 町 村 を 含 め て 全 国 か ら こ の 訓 練 生 を 募 集 し 、 あ そ こ を リ ン ゴ
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の、いや、果樹全体の新規就農者のための訓練校みたいな構想を町のほうで描いてみてはいかがでしょうか。  

  そして、この団地の一部を寮に改修したり、それからグラウンド、校舎も農村運動公園みたいに整備していけば、

あ そ こ に ま た 新 し い 藤 崎 町 の 発 展 の 基 盤 と な る よ う な 一 つ の も の が で き る よ う に 思 う ん で す が 、 こ こ は 町 長 に ひ

とつお答えいただきたいと思います。  

○副議長（横山哲英君）  

  町長。  

○町長（平田博幸君）  

  質問する奈良完治議員も、まだ生徒さんも実際そこの学びやでやっているということで、非常に質問しにくいこ

と を よ く 質 問 し て く れ た な と 、 そ う 思 っ て ご ざ い ま す 。 よ っ て 、 私 の 考 え 方 は 、 も う 県 行 政 に 対 し て ち ょ っ と 憤

り を 感 じ て い ま す 。 必 要 性 が あ っ て り ん ご 科 を 設 立 し た 歴 代 の 知 事 が 、 こ の 長 く 続 い た 伝 統 あ る リ ン ゴ の ふ じ が

誕 生 し た こ の 地 に り ん ご 科 が あ っ て 、 非 常 に リ ン ゴ の 教 育 に 特 化 し た 教 育 の 環 境 が 、 こ こ 以 上 の 環 境 が あ ろ う か

と い う と こ ろ で 、 隣 に は 弘 前 大 学 の 生 命 科 学 部 、 そ し て 実 業 高 校 の 藤 崎 校 舎 と い う こ と で 、 高 ・ 大 学 と い う こ と

で こ の 環 境 が 整 っ た と こ ろ は こ れ 以 上 な い だ ろ う と 、 そ こ か ら オ ン リ ー ・ ワ ン の 教 育 を な く そ う と し て い る 。 そ

のことに憤りを感じてございます。  

  私は、その県教委の動きがあったときに多くの団体、近隣市町村、農業団体、署名活動もしましたけれども、ど

う や ら だ ん だ ん だ ん だ ん 減 っ て く る 子 供 た ち 、 将 来 を 見 据 え て 、 最 低 一 学 年 三 ク ラ ス 以 上 あ る 高 校 を 中 核 に や っ

て い こ う と い う 県 教 委 の 考 え 方 で 、 今 ま さ に こ の 藤 崎 に 限 ら ず 、 県 内 至 る と こ ろ で そ の 説 明 会 や ら 、 あ る い は 地

元 か ら の 意 見 書 や ら 議 会 か ら の 意 見 書 や ら 、 そ う あ る 中 に お い て な か な か 具 体 的 な 話 は し づ ら い と こ ろ が あ り ま

す。  
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  よって、今現状ではこうしたい、ああしたいという思いは発言を差し控えたいと、そう思って ございます。もち

ろ ん 将 来 を 見 据 え て の し っ か り し た プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム も 庁 内 に は 設 置 し て ご ざ い ま す 。 し か し 、 ま だ 結 論 に 至

っ て ご ざ い ま せ ん 。 ど う か 皆 さ ん に お か れ ま し て は 、 い つ で も か ん か ん が く が く の 意 見 は 出 し て も 私 は 結 構 だ と

思 い ま す が 、 現 状 で 平 成 三 十 一 年 三 月 ま で は 現 校 舎 で 生 徒 が 学 ん で い る と い う こ と を 思 い な が ら 、 い ろ い ろ 心 配

り、気遣った意見を何とか拝聴できればと、そう思ってございます。以上であります。  

○副議長（横山哲英君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  そのとおりでありまして、私はまたしつこいようです けれども、学校の生徒さん、それから先生、この地域の人

た ち も こ の 学 校 と い う 一 つ の 、 閉 校 に な る わ け で す の で 、 そ れ に 類 似 し た 訓 練 校 な ど も ひ と つ 考 え て み て は い か

がでしょうか。  

  それで、質問を移らせていただきます。町営住宅についてでありますが、平成十四年の診断では倒壊、崩壊する

危険性は低いが、早目の改修が望まれるとの結果でありますが、具体的な改修計画があるかをお尋ねします。  

○副議長（横山哲英君）  

  建設課長。  

○建設課長（阿部  悟君）  

  お答えします。まず、みどり団地、しらかば団地についての改修計画というこ とでは、建てかえの計画は今のと

こ ろ は ご ざ い ま せ ん 。 よ っ て 、 今 年 度 予 算 計 上 し て お り ま す 外 壁 等 改 修 工 事 と い う こ と で 今 発 注 の 準 備 を し て い

るところでございます。以上です。  
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○副議長（横山哲英君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  先ほど平成十四年に診断というお話があったんですけれども、それからさらに十五年が経過しているわけです。

で す の で 、 再 度 耐 震 調 査 を 行 い 、 今 役 場 で も 計 画 し て い る は ず で す け れ ど も 、 補 強 な ど の 改 修 が 必 要 か と 思 わ れ

るんですが、その辺のお考えはいかがでしょうか。  

○副議長（横山哲英君）  

  建設課長。  

○建設課長（阿部  悟君）  

  お答えします。平成二十九年、今年度予定している改修工事の内容としましては、外壁の全面改修、それからベ

ラ ン ダ の 改 修 、 屋 根 の 改 修 、 階 段 踊 り 場 の 改 修 、 高 架 水 槽 の 更 新 を 予 定 し て お り ま す け れ ど も 、 そ れ に よ っ て 向

こう十年ぐらい維持管理していこうということで考えております。以上でございます。  

○副議長（横山哲英君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  そ れ で は 、 二 番 目 の 質 問 に 移 ら せ て い た だ き ま す 。 み ど り 団 地 の 入 居 率 が 八 七 ・ 五 ％ 、 し ら か ば 団 地 が 八 三 ・

三 ％ の お 答 え が あ り ま し た 。 正 直 な と こ ろ 、 現 状 の 物 件 の 中 で は 私 は 入 居 率 は 高 い ほ う だ と 思 い ま す 。 そ こ で 、

こ の 一 〇 〇 ％ 近 く で は な い 原 因 は ど こ に な る の か 、 例 え ば 家 賃 が 高 い の か 安 い の か 、 そ の 辺 は ち ょ っ と あ れ で す

けれども、建物に不満を感じているのか、この原因分析などをした実績があるかないかをお尋ねいたします。  
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○副議長（横山哲英君）  

  建設課長。  

○建設課長（阿部  悟君）  

  お答えします。まず、みどり団地が全百二十戸でございまして、あいている部屋が十五あると。使用率としては

八 七 ・ 五 ％ と な っ て い る 現 状 で ご ざ い ま す が 、 同 じ く し ら か ば 団 地 の ほ う は 二 十 四 に 対 し て 四 部 屋 あ い て い る と

い う こ と で の 一 〇 〇 ％ に 近 づ け る た め の 策 、 あ る い は な ぜ そ う な の か と い う こ と で ご ざ い ま す け れ ど も 、 ま ず 町

営 住 宅 に つ い て は 災 害 時 の た め の 政 策 的 空 き 家 と い う こ と で 部 屋 の 確 保 を 一 部 し て お り ま す 。 そ れ か ら 、 現 在 空

き 家 に な っ て い る 部 屋 に つ い て は 、 退 去 後 の 修 繕 費 用 が 高 額 に な る と い う こ と か ら 、 手 を か け ら れ な い で い る と

こ ろ も ご ざ い ま す 。 そ れ か ら 、 町 民 の ほ う か ら も 入 居 の 申 し 込 み が あ っ た り す る わ け な ん で す が 、 や っ ぱ り 空 き

部 屋 を 内 覧 し に 行 き ま す と 、 ど う し て も ニ ー ズ に 合 っ て い な い よ う な 回 答 を 得 ら れ ま す 。 そ れ か ら 、 今 は 町 内 に

も ア パ ー ト が 大 変 多 く 建 設 さ れ て い る 現 状 か ら 、 な か な か 町 民 の 方 も 申 請 者 も 町 営 住 宅 の ほ う に 入 居 を 希 望 し な

いというのが現状なのかなということで考えています。以上です。  

○副議長（横山哲英君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  前の質問とまたリンクしてしまうんですけれども、今課長からも現状がちょっと今のままではなかなか新しい 方

も 入 り づ ら い と い う お 話 か と 思 い ま す 。 そ こ で な ん で す け れ ど も 、 こ の 部 屋 の 間 取 り 、 当 然 、 そ れ か ら 流 し 、 洗

面 所 、 ト イ レ 、 風 呂 、 こ れ は 四 十 数 年 前 に 設 置 し た と 思 う ん で す け れ ど も 、 基 本 的 に 今 も 変 わ ら ず そ の ま ま だ と

いうことで理解してよろしいんでしょうか。  
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○副議長（横山哲英君）  

  建設課長。  

○建設課長（阿部  悟君）  

  はい、そのとおりでございます。  

○副議長（横山哲英君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  正直なお答え、ありがとうございます。十年一昔というふうに言われています。私も市内に勤めている関係上、

民 間 ア パ ー ト で は 大 体 四 十 年 を 過 ぎ る と 入 居 者 が 激 減 し て 、 大 家 さ ん は 当 然 リ ニ ュ ー ア ル と か 建 て か え を 余 儀 な

く さ れ て い る の が 現 状 か と 思 い ま す 。 今 の 公 団 型 の 住 宅 も 四 十 数 年 前 に は 最 新 、 便 利 で あ っ た も の が 、 今 の 若 い

人 た ち に は 到 底 受 け 入 れ ら な い よ う な 設 備 か と 思 い ま す 。 例 え ば 、 今 新 し く 家 を 新 築 す る 人 が 、 先 ほ ど 阿 部 議 員

も お っ し ゃ っ て い ま し た け れ ど も 、 わ ざ わ ざ 和 式 ト イ レ を つ け る よ う な こ と は ま ず 一 〇 〇 ％ な い と 思 い ま す 。 こ

の 入 居 率 ア ッ プ の た め に も 模 様 が え を 考 慮 す べ き と 思 う ん で す け れ ど も 、 予 算 の 関 係 も あ る で し ょ う け れ ど も 、

町としてのお考えをお聞きいたします。  

○副議長（横山哲英君）  

  建設課長。  

○建設課長（阿部  悟君）  

  今、議員がおっしゃったような間取りを変えるとか、そういった工事の計画 はしておりません。ただ、入居者か

ら要望があったにしても、その現状を維持するということで考えているところでございます。以上です。  



 - 47 - 

○副議長（横山哲英君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  全てに手が回らないのは十二分に理解します。機会がありましたら、何とかそれも考えていただきたいと思いま

す。  

  最後になりますけれども、弘前市は企業が進出しやすいようにするために立地環境整備検討委員会を設置したり、

新 た な 企 業 の 誘 致 活 動 に 向 け て 動 き 出 し て い ま す 。 ま た 、 公 共 施 設 や 住 宅 を 中 心 街 に 集 め る コ ン パ ク ト シ テ ィ モ

デ ル 、 こ れ に も 選 ば れ ま し て 新 し い ま ち づ く り 、 地 域 創 生 に 向 か っ て 進 ん で い る わ け で す 。 こ れ は 基 本 的 に は や

っ ぱ り 仕 事 を つ く り 、 人 を 集 め 、 活 力 を つ け 、 市 の 力 の 衰 退 を 防 ぐ と 。 ま さ に こ の 地 方 創 生 に 向 け た 動 き か と 思

います。  

  それが全てこの藤崎町に通用するとは思えないんですけれども、何かの一助になればと思い意見を述べさせてい

た だ く ん で す け れ ど も 、 こ の 当 町 の 創 生 に つ な げ る た め に も 、 こ の 新 た な に ぎ わ い を つ く っ て 、 ぜ ひ 早 い 段 階 で

向 こ う の ほ う に も し 改 築 、 新 築 の 計 画 が で き た 時 点 で こ の 移 転 と い う ふ う な お 考 え は 、 こ れ は 町 長 に お 聞 き し ま

す、お考えは将来的にお持ちでしょうか。  

○副議長（横山哲英君）  

  町長。  

○町長（平田博幸君）  

  お答えいたします。現状の考え方については、残念ながら空き室をリフォームすると、担当者から聞くと約六十

万 円 か ら 百 万 円 ぐ ら い か か る み た い で す 。 空 き 室 を 町 民 の 人 あ る い は 町 外 の 人 が 来 て 見 せ て 、 こ れ を リ フ ォ ー ム



 - 48 - 

し ま す よ と 言 っ て も 、 い ま だ か つ て 、 昭 和 四 十 八 年 か ら 昭 和 五 十 三 年 に か け て つ く ら れ た 建 物 で す か ら 、 ト イ レ

も 和 式 、 あ る い は 住 ん だ 方 が セ ン ト ラ ル ヒ ー テ ィ ン グ を つ け な け れ ば な ら な い 、 い わ ゆ る 湯 沸 か し 器 、 そ う い う

よ う な 状 況 で な か な か 入 っ て く る に は 相 当 思 い 切 っ た 改 修 工 事 を や ら な い と 無 理 だ ろ う と い う こ と で ご ざ い ま す 。  

  ですから、一応町民からあるいは町外から来た方には見てもらって、簡単なリフォームしますよと言ってもなか

な か 入 っ て く れ な い の が 現 状 。 そ れ が や っ ぱ り 築 四 十 年 と か 五 十 年 近 く 暮 ら し た 高 層 の 町 営 住 宅 な の か な と 、 そ

う 思 っ て ご ざ い ま す 。 そ の 当 時 は そ れ で よ か っ た ん で し ょ う 。 た だ 、 相 当 経 過 し て い ま す の で 、 今 の 現 状 は そ う

であります。  

  将来に向けての話でございますが、私どもの町も合併する前から藤崎地区は弘前を中心とした市街化調整区域 の

網 が か か っ て い ま す 。 奈 良 議 員 も ご 存 じ の と お り 、 い わ ゆ る 三 百 三 十 九 号 線 の 以 北 、 い わ ゆ る イ オ ン の 向 か い 側

で す ね 、 そ の 網 に か か っ て い る と い う こ と で 、 簡 単 に は 開 発 行 為 は な か な か 難 し い 。 し か し な が ら 、 将 来 に 向 け

て 本 当 に 若 い 者 の 定 住 、 あ る い は 人 を ふ や す た め に は と い う と 、 や っ ぱ り 奈 良 議 員 が お っ し ゃ っ た あ の 場 面 を 開

発するのが一番ベターだろうと。その時期が来たら、またいろいろな角度から検討させていただきます。  

  ただ、今現状、それに向かうかというとまだ白紙状態であることをお伝えしておきたいと思います。  

○副議長（横山哲英 君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  今、町では大きなプロジェクトとして 農産物の拠点施設の事業も今当然進んでいます 。一つ一つ解決していくの

も 大 切 な こ と で す け れ ど も 、 あ と 十 年 後 、 二 十 年 後 、 こ の 町 を ど の よ う に 発 展 さ せ て い く か 、 そ の 辺 を ま た 町 長

は 考 え て い る と 思 っ て い ま す の で 、 私 た ち 議 員 も ど う し た ら こ の 町 が 発 展 し て い く か 、 そ の 辺 を こ れ か ら も ま た
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議論していきたいと思っています。  

  これで私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。  

○副議長（横山哲英君）  

  これで三番奈良完治君の一般質問は終了いたしました。  

  次に、十三番浅利直志君に一般質問を許します。 十三番浅利直志君。  

     〔十三番  浅利直志君  登壇〕  

○十三番（浅利直志君）  

  午後の一般質問の最後でございます。 一般質問をいたします日本共産党の浅利直志 です。  

  傍聴の方は人数は少なくはなったんですけれども、いずれにしましても今後の町議会 や、あるいはまた 町政の行

方をしっかりと見守っていただきたいと思います。  

  さて、アベノミクスの効果を実感していますでしょうか。地域の働く人たちの給料あるいは労働条件、改善しま

し た で し ょ う か 。 藤 崎 町 は リ ン ゴ と お 米 が 農 業 の 柱 で も あ り ま す 。 さ て 、 地 域 経 済 の 柱 で あ り ま す 米 づ く り に つ

い て 改 め て 見 て み ま す と 、 政 府 は 農 地 を 集 約 し 大 規 模 化 し て 効 率 化 を 図 ろ う と し て い ま す が 、 生 産 費 を 下 回 る 水

準 の 米 価 に よ り 、 規 模 拡 大 を し た 法 人 や 大 規 模 な 家 族 経 営 農 家 ほ ど 経 営 困 難 に 立 ち 入 り か ね ま せ ん 。 平 成 二 十 五

年 産 か ら は 経 営 所 得 安 定 対 策 に 切 り か わ り 、 米 に つ い て は 平 成 二 十 六 年 産 か ら 十 ア ー ル 当 た り 七 千 五 百 円 の 交 付

金 へ 引 き 下 げ ら れ 、 こ の 制 度 も 平 成 三 十 年 産 米 か ら 廃 止 さ れ よ う と し て お り ま す 。 こ れ で は 稲 作 経 営 が ま す ま す

困 難 に な る お そ れ が 十 分 で も あ り 、 そ し て 米 づ く り の 水 田 の 持 つ 多 面 的 機 能 を 失 い 、 後 継 者 の 不 足 と 農 業 の 衰 退

に 拍 車 を か け る こ と に な る こ と が 危 惧 さ れ る と こ ろ で あ り ま す 。 本 定 例 会 に は 、 農 業 者 所 得 補 償 制 度 の 復 活 を も

と め る 請 願 書 も 津 軽 農 民 組 合 さ ん か ら 提 出 さ れ て い る と こ ろ で あ り ま す の で 、 議 員 各 位 に お か れ ま し て は 審 議 の
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上ご賛同くださいますよう、改めてお願いするところであります。  

  それでは、質問通告に沿いまして一般質問をいたします。  

  ご承知のように、二十六億円余りの改築、そして新築された常盤小学校は県下でもトップクラスとも言える施設

整 備 で あ り ま し た 。 校 庭 及 び グ ラ ウ ン ド で は 、 運 動 会 、 野 球 、 サ ッ カ ー 、 そ し て ソ フ ト ボ ー ル 、 社 会 人 の ナ イ タ

ー 野 球 な ど に 利 用 さ れ 、 地 域 町 民 に 還 元 さ れ て い る と こ ろ で あ り ま す 。 し か し 、 残 念 な こ と に 、 強 風 下 に お け る

砂 ぼ こ り は 三 年 ほ ど た っ て も 解 決 さ れ な い と い う 残 念 な 問 題 が 残 さ れ て い る と い う こ と を 改 め て 感 じ て い る と こ

ろであります。付近住民も強風時に道路を通行する場合困る、そういうことを言う人がございます。  

  そこで、改めて町長に質問いたします。  

  常盤小学校校庭グラウンドの強風下における砂ぼこりの原因と影響について、どのように受けとめ、 認識してい

らっしゃるのかお聞きいたします。  

  また、今後の対応策、改善策の基本は芝生化だと考えているところでありますが、町政としてこれまでの対応策

や今後どのような対応策を実施するつもりなのかについて、改めて質問いたします。  

  次に、町立三小学校の運動会は本年五月二十日土曜日に実施されました。藤崎町は米とリンゴの産業の柱の一つ

だ と 言 わ れ て お り ま す し 、 実 際 そ う で あ り ま す 。 こ こ 四 、 五 年 、 五 月 二 十 日 前 後 の 第 三 土 曜 日 が 通 常 の 運 動 会 の

日 程 に な っ て い ま す が 、 田 植 え ど き の 最 盛 期 と 重 な っ て し ま っ て い る の が 現 状 で は な い で し ょ う か 。 学 校 運 営 と

行 事 計 画 の 最 終 決 定 権 は 学 校 、 学 校 長 に あ る わ け で あ り ま す が 、 学 校 が 地 域 と と も に 歩 み 、 そ し て 農 業 従 事 者 や

農 家 の 人 も 安 心 し て 小 学 校 の 運 動 会 に 参 加 で き る よ う な 日 程 を 考 慮 す べ き で は な い で し ょ う か 。 三 小 学 校 同 時 開

催 で な く て も 、 地 域 の 特 色 を 生 か し た や り 方 が あ る の で は な い で し ょ う か 。 小 学 校 運 動 会 を 五 月 末 の 第 四 土 曜 日

に 開 催 で き な い の か ど う か 、 ど の よ う に こ れ ま で 各 学 校 と 教 育 委 員 会 で 検 討 さ れ て き た の か に つ い て お 聞 き い た
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します。  

  次に、町道常盤小学校横線の道路整備計画と調査費計上の予定について質問いたします。  

  平成二十八年度に一部側溝整備がされましたが、残区間については今後の宅地化などの動向を見ながら整備を検

討 し て い き た い と 町 長 よ り 、 あ る い は ま た 担 当 者 か ら の 答 弁 も あ っ た と こ ろ で あ り ま す が 、 常 盤 出 張 所 や 常 盤 小

学 校 、 そ し て あ す か 、 ト レ ー ニ ン グ セ ン タ ー な ど 、 い わ ば 常 盤 地 域 の 公 共 施 設 が 集 中 し て い る 地 域 で も あ り ま す 。

そ の 点 か ら 、 町 道 常 盤 小 学 校 横 線 整 備 計 画 、 調 査 費 計 上 に つ い て 、 改 め て こ れ か ら の 取 り 組 み に つ い て 質 問 す る

ものであります。  

  次に、マイナンバー制度について質問いたします。  

  このマイナンバー制度と私も通告 いたしましたが、正確にはこの名称は 、行政手続における特定の個人を識別す

る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 に 基 づ く 制 度 設 計 と 実 施 で ご ざ い ま し た 。 こ の 個 人 番 号 制 度 の 実 施 状 況 と 今

後について質問いたします。  

  財政支出面から見ますと、国の補助金、負担金によるシステム構築など、これまで総支出額は より正確には幾ら

に な っ た の で し ょ う か 。 私 の 試 算 と い い ま す か 、 一 億 三 千 万 円 ぐ ら い は シ ス テ ム 構 築 、 メ ン テ ナ ン ス 等 に も う 支

出 し た の で は な い か と 思 っ て お り ま す け れ ど も 、 支 出 総 額 は 幾 ら だ っ た の か と い う こ と に つ い て お 聞 き い た し ま

す。  

  また、事業所に送られる住民税特別徴収決定通知書を郵送にて実施しているのでありますが、個人情報の管理や

事業者の管理責任もさらに一層重大でありますが、どのような対応策をとっているのか質問いたします。  

  次に、生活圏の就業あるいは職場の広域化が進んでいる現在、交通渋滞の渋滞緩和も大事な課題であります。国

道 常 盤 バ イ パ ス 四 車 線 化 、 片 側 二 車 線 化 の 延 伸 は 地 域 の 要 望 事 項 で も あ り ま す が 、 今 後 の 国 土 交 通 省 に よ る 常 盤
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バイパスの道路整備の実施計画はどのようになっているのか、質問いたします。  

  また、現在、局地的な集中豪雨による 水害も多発しているところでありますが、水害予防について十川の雑木伐

採 な ど の 継 続 に つ い て 、 県 及 び 中 南 県 民 局 河 川 部 局 に よ る 実 施 計 画 は ど の よ う に な っ て い る の か 、 質 問 す る 次 第

であります。  

  以上、簡潔明瞭な答弁を求めまして、登壇にての一般質問とさせていただきます。  

○副議長（横山哲英君）  

  十三番浅利直志君の一般質問に対する答弁を求めます。町長。  

     〔町長  平田博幸君  登壇〕  

○町長（平田博幸君）  

  浅利直志議員の一般質問にお答え いたします。  

  初めに、行政運営の基本姿勢についてのイの常盤小学校校庭 、グラウンドの砂ぼこりの原因と影響についてと、

ロ の 今 後 の 対 応 策 の 基 本 は 芝 生 化 だ と 考 え る が 、 ど の よ う な 対 応 策 を 実 施 す る の か に つ い て は 、 関 連 が あ り ま す

ので一括してお答えいたします。  

  常盤小学校の改築事業に当たっては、地域住民の方の要望や意見を十分に反映させ、児童にとってより安全・安

心 な も の と な る よ う 整 備 し て き た も の で あ り ま す 。 ご 指 摘 の グ ラ ウ ン ド の 砂 ぼ こ り に つ い て で あ り ま す が 、 グ ラ

ウ ン ド の 整 備 工 事 に つ き ま し て は 、 良 質 土 に 特 殊 樹 皮 改 良 剤 を ま ぜ 、 表 面 に は 化 粧 砂 に 表 層 調 整 剤 を 加 え た も の

で 、 防 じ ん 効 果 が 発 揮 で き 、 降 雨 時 に は 水 は け が よ く 、 雑 草 も 生 え に く く な っ て お り 、 人 と 自 然 に 優 し い 環 境 に

適した工法で整備したものであります。  

  しかしながら、広大なグラウンドで周囲に建物などが少ないことから、風の影響が予想以上に大きく、強風が発
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生 し た 場 合 に は 想 定 し た 防 じ ん 効 果 を 発 揮 で き ず 、 西 側 か ら の 強 風 に よ っ て 道 路 上 へ 砂 が 飛 散 し て 堆 積 す る こ と

か ら 、 そ の 都 度 対 処 し て お り ま す 。 対 応 策 に つ き ま し て は 、 ご 指 摘 の 芝 生 化 も 検 討 項 目 と し て 考 え ら れ ま す が 、

グ ラ ウ ン ド は 敷 地 面 積 が 広 大 で 、 各 競 技 の フ ィ ー ル ド も 交 差 し て い る こ と か ら 、 利 用 上 の 問 題 点 に つ い て も 考 慮

す る 必 要 が あ り ま す 。 現 在 、 各 分 野 の 専 門 業 者 の 意 見 な ど 、 情 報 を 収 集 し て 対 応 策 を 検 討 し て い る と こ ろ で あ り 、

費用対効果を見ながら最善の対応ができるよう、今後取り組んでまいりたいと考えております。  

  次に、ハの小学校運動会を五月末の第四土曜日に開催できないのか、どのようにこれまで検討されてきたのかに

つ い て で あ り ま す が 、 学 校 で は 年 間 を 通 し て い ろ い ろ な 行 事 が あ り 、 児 童 生 徒 に と っ て 楽 し く 教 育 的 効 果 の あ る

学 校 行 事 と な る よ う 、 創 意 工 夫 し な が ら 計 画 的 に 実 施 し て い る と こ ろ で も あ り ま す 。 学 校 の 年 間 行 事 計 画 に つ き

ま し て は 、 毎 年 二 月 に 次 年 度 の 行 事 計 画 を 作 成 し 、 Ｐ Ｔ Ａ 役 員 会 や 学 校 参 観 日 に 保 護 者 へ 説 明 を し 意 見 を い た だ

いているところであります。  

  運動会を初め、多種多様な学校行事は、全ての児童生徒にとって貴重な体験となり、成長につながるものである

こ と か ら 、 今 後 も 保 護 者 の 意 見 を 尊 重 し つ つ 、 学 校 と 保 護 者 が 一 体 と な っ て 学 校 行 事 を 計 画 し て 進 め て い く こ と

が重要であると考えております。  

  次に、ニの常盤小学校横線の道路整備の計画と調査費の計上の予定についてでありますが、本路線につきまして

は 、 小 学 校 の 通 学 路 と な っ て お り ま す こ と か ら 、 安 全 を 確 保 す る た め 、 平 成 二 十 八 年 度 に 一 部 側 溝 整 備 を 実 施 し

た と こ ろ で あ り ま す 。 整 備 を 実 施 し て い な い 残 り の 区 間 に つ き ま し て は 、 両 側 が 水 田 と な っ て い る こ と か ら 、 車

両 や 歩 行 者 の 通 行 量 、 危 険 な ど を 判 断 し つ つ 、 今 後 の 宅 地 開 発 な ど の 動 向 を 見 据 え な が ら 整 備 計 画 を 検 討 し て ま

いりたいと考えております。  

  次に、マイナンバー制度の藤崎町における実施状況と今後についてのイの国の補助金、負担金等による藤崎町と
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してのこれまでの支出額は幾らになったかについてお答えいたします。  

  町では、平成二十六年度からマイナンバー制度の施行に向けた準備を進めており 、平成二十八年度までの電算シ

ス テ ム 関 連 に 係 る 予 算 執 行 額 は 一 億 一 千 万 円 余 り と な っ て お り 、 そ の 財 源 と い た し ま し て は 、 国 庫 補 助 金 が 四 千

二 百 万 円 、 地 方 債 が 四 千 八 百 万 円 ほ ど と な っ て お り ま す 。 ま た 、 平 成 二 十 九 年 度 に お き ま し て は 、 一 千 七 百 万 円

余 り を 予 算 計 上 し て い る と こ ろ で も あ り ま す 。 な お 、 今 年 度 か ら は 情 報 提 供 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 運 用 開 始 が

予 定 さ れ て い る こ と か ら 、 開 始 後 に は 行 政 手 続 に 係 る 添 付 書 類 の 削 減 、 時 間 の 短 縮 な ど に よ り 窓 口 負 担 の 軽 減 が

図られ、サービスの向上につながるものと考えております。  

  次に、ロの事業所に送られる住民税特別徴収決定通知書を郵送にて実施しているが、個人情報の管理や事業者の

管 理 責 任 に ど の よ う に 対 応 策 を と っ て い る か に つ い て で あ り ま す が 、 町 で は 五 月 十 二 日 に 約 千 七 百 の 特 別 徴 収 義

務 者 に 対 し 税 額 決 定 通 知 書 を 送 付 し て お り ま す 。 な お 、 送 付 し た 税 額 決 定 通 知 書 は 郵 便 局 で 引 き 受 け を 記 録 す る

特 定 記 録 郵 便 に よ り 送 付 し て お り 、 税 務 課 内 に お い て も 個 人 番 号 が 記 載 さ れ て い る 書 類 は 鍵 つ き 書 庫 や 防 火 シ ャ

ッ タ ー 内 に 保 管 す る な ど 、 漏 え い を 防 ぐ た め の 対 策 を 厳 重 に 施 し て い る と こ ろ で も あ り ま す 。 ま た 、 事 業 者 に 対

し ま し て も 、 税 額 決 定 通 知 書 を 送 付 し た 際 に 個 人 番 号 の 利 用 目 的 や 管 理 に 十 分 留 意 し て い た だ く よ う お 願 い し て

い る と こ ろ で も あ り ま す 。 今 後 と も 個 人 情 報 の 管 理 に つ き ま し て は 、 法 令 等 に 基 づ き 適 切 に 取 り 扱 っ て ま い り た

いと考えております。  

  次に、渋滞緩和と水害防止についてのイの国道常盤バイパス四車線化についてお答えいたします。  

  国道七号線バイパスは町管内の一部四車線化は完了しておりますが、二車線区 間において朝夕の渋滞が発生して

い る こ と か ら 、 早 期 の 複 線 化 を 要 望 し て い る と こ ろ で あ り ま す 。 本 件 に つ き ま し て は 、 国 土 交 通 省 、 青 森 河 川 国

道 事 務 所 に 確 認 を い た し ま し た と こ ろ 、 交 通 事 故 の 削 減 及 び 交 通 の 円 滑 化 を 図 る こ と を 目 的 に 平 成 二 十 八 年 度 よ
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り 榊 交 差 点 改 良 事 業 と し て 、 藤 崎 町 榊 地 内 一 ・ 七 キ ロ 区 間 に お い て 交 差 点 を 改 良 し 、 ま た 、 青 森 市 内 方 向 へ の 二

車線化事業を実施する調査を含め計画しているところでもあります。  

  次に、ロの十川の雑木伐採などの継続についてでありますが、平成二十八年度において中南地域県民局により雑

木 伐 採 が 実 施 さ れ て お り ま す 。 こ の 雑 木 伐 採 は 以 前 に も 増 水 時 に 効 果 が 発 揮 さ れ て お り 、 今 後 も 随 時 、 現 場 状 況

を確認し、県に対して要望活動を継続してまいりたいと考えております。  

  以上、浅利議員の質問に対する登壇での答弁といたします。  

○副議長（横山哲英君）  

  十三番浅利直志君の一般質問に対する答弁が終わりました。  

  これより十三番浅利直志君に再質問を許します。浅利 直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  初めの小学校校庭グラウンドの砂ぼこりの原因と影響についてということなんですけれども、これは私も聞くま

い と は 思 っ た ん で す 。 環 境 的 に も い い 施 設 を つ く っ て 、 町 民 も 喜 ん で い る わ け で す 。 で も 、 三 年 ぐ ら い た て ば 落

ち つ く の か な と 思 っ た ん で す け れ ど も 、 ま だ 続 い て い る 。 特 に 強 風 と い い ま す か 、 私 は ち ょ っ と 風 速 に つ い て は

観 察 は し て い な い ん で す け れ ど も 、 十 メ ー タ ー を 超 え る よ う な こ と で あ れ ば 、 あ そ こ を 通 行 し て い る 人 が 早 い 話 、

目 に 砂 が か か っ て く る と い う よ う な こ と だ と か 、 何 軒 も な い ん で す け れ ど も 住 宅 地 も あ る ん で す 。 そ こ の 人 は 強

風 の 日 は 洗 濯 物 は 干 さ な い よ う に し て い る ん だ と か 、 そ う い う 具 体 的 な 運 動 会 の 日 と い う こ と で は な く て 、 そ の

施 設 の 状 態 が い わ ゆ る 通 行 し て い る 人 や 住 ん で い る 人 に 迷 惑 を か け て い る 状 態 が ま だ 続 い て い る と い う こ と を 私

は重視しなければならないことなんじゃないかなと思っているんです。  

  それで、お聞きしますけれども、具体的にこの小学校をやるときに基本設計、それから設計業者の意見をきちん
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と 聞 い た の か と 。 こ う い う 結 果 に な っ て い る ん で す け れ ど も 、 先 ほ ど い ろ い ろ な 業 者 の 方 か ら 意 見 を 聞 い て い る

ん で す と い う こ と な ん で す け れ ど も 、 設 計 業 者 、 こ れ は 一 億 円 以 上 を 払 っ て い る ん で す よ 。 耐 震 偽 装 の 問 題 も あ

っ て 倍 ぐ ら い に な っ た り し た ん で す 。 実 施 設 計 、 そ れ か ら 管 理 費 も 入 れ れ ば 一 億 円 以 上 を そ の 業 者 に 払 っ て い る

ん で す 。 実 際 、 結 果 的 に は そ う い う 高 級 な 砂 あ る い は 微 細 な ウ ッ ド チ ッ プ と い い ま す か 、 そ う い う も の を ま ぜ 合

わ せ た ん だ け れ ど も 、 そ れ が 強 風 に は 弱 か っ た と 。 あ そ こ の 環 境 で は 弱 か っ た と 。 藤 崎 小 学 校 は よ か っ た ん だ ろ

う け れ ど も 、 あ そ こ で は 対 応 で き な か っ た と い う 結 果 を 招 い て い る ん で す け れ ど も 、 長 く な り ま し た け れ ど も 、

設計業者に原因について聞いたんでしょうかと。そこのところはどうでしょう。  

○副議長（横山哲英君）  

  町長。  

○町長（平田博幸君）  

  まずもって、理事者として地域住民の方々にご迷惑とご心配をかけていることをおわび申し上げたいと存じます。  

  いわゆるいろいろな会合があるたびに、常盤地区小学校の周辺の住民の方から、町長と、いい学校を建てたけれ

ど も 設 計 ミ ス で は な い か と か 、 あ る い は 余 り グ ラ ウ ン ド が 広 過 ぎ た の で 、 西 風 を ま と も に 受 け て い る ん じ ゃ な い

かと、早く対策を練ってくださいというお叱りの声をさんざん耳にしてございます。  

  その当時、設計会社と学務課、教育委員会は細かい調整をやってきてあの学校を建てたと、私はそう思ってござ

い ま す 。 今 、 教 育 委 員 会 、 学 務 課 で も ど う い う 効 果 が よ い か 、 い ろ い ろ な 角 度 か ら 今 検 討 し て い る 最 中 で ご ざ い

ます。よって、地域の皆さん、議員の皆さんにはもう少し時間をいただきたいと、そう思ってございます。  

  詳細については、学務課長が答弁 すると思います。  

○副議長（横山哲英君）  
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  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  お答えいたします。まず設計業者でございますが、いろいろな話し合いはいっぱいしてきた経緯がありますけれ

ど も 、 い ろ い ろ な 地 域 の 学 校 の グ ラ ウ ン ド の 状 況 も こ の 業 者 は わ か っ て お り ま す の で 、 そ れ ら に つ き ま し て は い

ろ い ろ な 現 状 を 聞 き な が ら や っ て き た 経 緯 が あ り ま す 。 そ し て 、 一 番 、 藤 崎 小 学 校 と 同 じ よ う に こ れ で い い と い

う こ と で や り ま し た け れ ど も 、 予 想 以 上 に 西 風 が 多 く 吹 く と 。 こ う い う ふ う な 風 の 予 想 が 予 想 以 上 だ っ た と い う

ことを伺っております。以 上です。（「いろいろ研究したことも 細かく」の声あり）  

○副議長（横山哲英君）  

  学務課長。丁寧にお願いします。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  今までもこの対策等を考えてまいりました。特にこの砂ぼこりにつきましては、県内でも西北地方が特にそうい

う ふ う な 現 状 が 多 い と い う こ と で 、 対 応 に 苦 慮 し て い る こ と も 聞 い て お り ま す 。 我 々 と い た し ま し て は 、 学 校 と

も 協 議 も い た し ま し て 、 ま ず 造 園 業 者 や 舗 装 業 者 、 い ろ い ろ な 専 門 業 者 か ら 情 報 提 供 し て も ら っ て 対 応 策 を 検 討

しているところでございます。  

  また、平成二十七年十一月には、運動 場の砂ぼこりの対策の専門業者ということで長期間の防じん効果が発揮で

き る と い う 表 層 剤 を 校 庭 の 一 部 へ 試 験 的 に 散 布 い た し ま し て 、 年 間 を 通 し て 状 況 を 見 て き ま し た 。 一 定 の 効 果 は

あるようですが、予算面やその他の問題も予想されることから、検討、協議中ということであります。  

  また、現段階で対応策として想定されるものにつきましては、この表層土をかき起こしまして 整地して転圧をか

け る 方 法 、 ま た 、 や は り 水 が 一 番 効 果 が あ る と い う こ と で 散 水 栓 、 ス プ リ ン ク ラ ー の 設 置 、 ま た 防 砂 ネ ッ ト の 設
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置 と か 、 周 囲 の み の 芝 生 化 及 び 三 つ 葉 と か 雑 草 と い う ふ う な こ と が 今 考 え ら れ て お り ま す け れ ど も 、 さ ら に ま た

業者とも協議しながら進めたいと思っております。以上です。  

○副議長（横山哲英君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  町長も何度かこれを懇談会の中でも出されているわけでありますし、私も三年ぐらいたてばおさまるのかなとい

う ふ う に 思 っ て き た ん で す け れ ど も 、 お さ ま ら な い と い う よ う な こ と な の で 、 一 つ 、 二 つ だ け 、 今 、 私 も 素 人 な

ん で す け れ ど も 、 こ れ に つ い て は 相 馬 議 員 と も 話 し た こ と が あ る ん で す け れ ど も 、 あ そ こ の 風 の 強 さ の 頻 度 と い

う か 、 そ う い う も の か ら 見 れ ば 、 い わ ゆ る 良 質 砂 な り 、 そ れ か ら ウ ッ ド チ ッ プ な り 、 そ う い う 土 な り 、 良 質 の 土

で す ね 、 そ う い う ま ぜ ぐ あ い の 割 合 も よ く な か っ た の か な と い う ふ う な こ と も 十 分 考 え ら れ る わ け で す 。 現 在 見

回 す と 、 も う 砂 の 部 分 は 一 セ ン チ も と い う か 、 二 、 三 ミ リ も な い よ う な 状 態 に か な り 吹 き 飛 ん で し ま っ て 、 全 体

は 十 セ ン チ ぐ ら い の 土 、 高 級 砂 と い い ま す か 、 そ れ で や わ ら か 仕 様 に し よ う と し て や っ た ん で し ょ う け れ ど も 、

ほ と ん ど 飛 ん で し ま っ て い る よ う な 状 態 に な っ て い る わ け で 、 極 端 に 悪 い 見 方 を す れ ば 、 あ と 一 年 ぐ ら い た て ば

何もみんな飛んでしまうだろうねと言うような人もいるんです。  

  ですから、そういう中で、いずれにしても私はさっき言いましたけれども、設計士、そして施工 監理をしている

業 者 さ ん に 一 億 円 以 上 も 払 っ て い る ん で す よ 、 施 工 監 理 も 入 れ れ ば で す ね 。 そ の 人 た ち の き ち ん と し た 見 解 を 受

け 取 る べ き だ と 思 う ん で す 。 瑕 疵 担 保 責 任 云 々 か ん か ん の 前 に そ う い う 設 計 ・ 施 工 監 理 業 者 か ら 結 果 的 に こ う い

う ふ う に な っ た 原 因 に つ い て き ち ん と 、 要 因 に つ い て き ち ん と 文 書 な り 回 答 な り を も ら う べ き だ と 思 う ん で す け

れども、その点はどうでしょう。お約束できますか。  



 - 59 - 

○副議長（横山哲英君）  

  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  この設計業者からいろいろな原因とかを書いている文書的なものはもらっております。（「もらっている」の声

あ り ） は い 。 た だ 、 あ く ま で も こ れ は 最 終 的 に 町 の ほ う で い い と い う こ と で 契 約 し た も の で し た の で 、 た だ 、 今

でも常に対策等については指導を受けてやっているものでございます。以上です。  

○副議長（横山哲英君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  じゃ、もう一つ。一つ、町長の意見は先ほど述べていただいたので、この環境整備の問題なので、最近は学務課

長 は 給 食 の 仕 事 も し な け れ ば な ら な い し 忙 し い ん で す よ 。 で す か ら 、 も ち ろ ん 事 務 的 な こ と も 含 め て 、 ひ と つ 教

育 委 員 会 と し て き ち ん と 案 件 に の せ て 、 現 状 と ど う い う 方 策 を と る の か と い う こ と を 協 議 し て い た だ き た い な と

思っておるんですけれども、その辺は教育長はどういうふうなお考えでありましょうか。  

○副議長（横山哲英君）  

  教育長。  

○教育長（武田  登君）  

  この常盤小学校のグラウンドについては、先ほど来申し上げているように、使用する子供たちの安全を第一に考

え こ う い う 工 法 を 行 っ た わ け で す け れ ど も 、 や っ て み た と こ ろ 予 想 以 上 に 西 風 が 強 い と い う こ と で 現 状 に 至 っ て

お り ま す 。 こ の 問 題 に ど う い う ふ う に 対 応 す る か と い う こ と も こ れ ま で 教 育 委 員 会 と し て も さ ま ざ ま 試 み て き ま
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し た 。 た だ 、 議 員 が お っ し ゃ る と お り 芝 生 化 、 こ れ も 有 効 で あ る と 思 う ん で す け れ ど も 、 競 技 場 と グ ラ ウ ン ド が

そ れ ぞ れ 重 な る と い う よ う な こ と で 、 こ れ も 無 理 だ ろ う と 。 そ し て ま た 、 本 県 で は 使 わ れ て な い 、 秋 田 で は 一 カ

所 で 使 わ れ て い ま す 飛 ば な い 砂 、 緑 色 の 砂 が あ り ま す 。 試 験 的 に 一 部 に こ れ を 敷 い て 経 過 を 見 た り し て は い ま す 。

こ れ ら の こ と を 、 そ れ か ら 業 者 か ら も 意 見 を さ ま ざ ま 聞 き な が ら 、 今 年 度 中 に 最 良 の 方 法 を こ れ は 検 討 し て い き

たいというふうに考えております。以上です。  

○副議長（横山哲英君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  ぜひ具体的に検討して、方向性を出していただきたいというふうに思います。  

  次のハの運動会の件なんですけれども、これは五年ほど前ですか、私は前にも聞いたことがあるんですけれども、

運 動 会 も 大 変 今 回 も 盛 り 上 が っ て 子 供 た ち も や っ て い る ん で す け れ ど も 、 い ず れ に し て も そ の 中 で 専 業 農 家 そ の

も の が だ ん だ ん だ ん だ ん 少 な く っ て い る ん で す 。 少 な く な っ て 、 そ の お 孫 さ ん た ち も 少 な く な っ て 、 ほ と ん ど が

勤 め 人 と い い ま す か 、 そ う い う 人 が 保 護 者 の 意 見 を 二 月 な ら 二 月 に 聞 い て い る ん で す と い う よ う な こ と な ん で す

け れ ど も 、 そ れ は 当 然 そ う い う ふ う に や っ て い る で し ょ う け れ ど も 、 そ れ に 注 文 を つ け る よ う な 親 と い う の は そ

んなにいるはずもないんですね。  

  実際私はなぜというか、今回おじいちゃん、おばあちゃんは田んぼで稲を植えて、その子供さんというか若夫婦、

パ パ 、 マ マ は 運 動 会 だ と い う よ う な 人 も い た と い う ふ う な こ と を 聞 い て い る ん で す ね 。 そ れ は 何 人 で も な い ん で

す け れ ど も 。 で す か ら 、 リ ン ゴ と 米 の 町 だ と い う ふ う に 言 っ て い る け れ ど も 、 そ れ が 田 植 え の 最 盛 期 と ぶ つ か ら

な い よ う に ぜ ひ 検 討 し て ほ し い な と 。 以 前 に は 合 併 し て か ら 四 、 五 年 は た し か 月 末 と い う か 、 最 後 の ほ う で や っ
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て 、 あ と 一 週 間 お く れ る よ う な 、 月 末 の ほ う の 二 十 七 、 八 日 と い い ま す か 、 そ う い う と き に や っ て い た 実 績 も あ

る わ け で す 。 現 場 が 忙 し い と 、 行 事 を こ な す の が 大 変 だ と い う の も こ れ は 理 解 で き る ん で す け れ ど も 、 道 徳 の 教

科 化 か ら 始 ま っ て 、 だ ん だ ん だ ん だ ん 英 語 の 教 育 ま で や ろ う と い う ん で す か ら 、 多 少 ど こ だ か ん だ に 無 理 が か か

る の も わ か る ん で す け れ ど も 、 ぜ ひ こ れ 、 Ｐ Ｔ Ａ や そ う い う と こ ろ に 説 明 も し て 了 解 も 得 て い る ん だ と い う こ と

で あ り ま す け れ ど も 、 実 際 そ う だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ う い う 声 が あ る ん だ と い う こ と は 校 長 会 な り 教 頭 の

会議で伝えていただけるんですよね。この辺はどうでしょうか。  

○副議長（横山哲英君）  

  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  校長会、教頭会、いろいろな会議がありますので、それにつきましてはこういうふうな要望、意見があるという

ことを伝えてまいりたいと思っております。以上です。  

○副議長（横山哲英君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  関連してこのニの常盤小学校横線の道路整備の計画と調査費の計上予定について、整備 計画を検討していきます

と い う こ と で す か ら 、 半 歩 前 進 し た の か な と い う ふ う に は 思 う ん で す け れ ど も 、 私 は こ の い わ ゆ る 社 会 資 本 整 備

の 道 路 だ け の 予 算 の 中 で や ろ う と す れ ば 、 こ れ は 今 、 矢 沢 の 融 雪 溝 と い い ま す か 、 こ う い う 関 連 の 整 備 費 も 昨 年

も こ と し も 見 て い ま す よ ね 。 六 、 七 千 万 円 の 枠 の 中 で は 半 分 ぐ ら い と 言 え ば な ん で す け れ ど も 、 そ う い う ふ う な

状 態 も あ る わ け で す の で 、 そ の 社 会 資 本 整 備 費 の 交 付 金 と い い ま す か 、 そ こ だ け で 見 た ら ま た 五 年 、 十 年 か か る 、
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五 年 、 十 年 と 言 う と あ ん ま り で す ね 、 二 、 三 年 も か か る よ う な こ と に な り や し な い か と い う 危 惧 を 持 っ て お る わ

けです。  

  それで、考え方として、この合併をして 十三年もたとうとしているわけです。それで、あそこの小学校、あすか

も あ る 、 体 育 ト レ ー ニ ン グ セ ン タ ー も あ る 、 支 所 も あ る 、 教 育 委 員 会 も あ る 、 公 共 ゾ ー ン な ん で す よ 。 は っ き り

し た 常 盤 地 区 の 残 さ れ た と 言 う と ま た 語 弊 が あ り ま す け れ ど も 、 公 共 ゾ ー ン な ん で す 。 そ れ で 、 広 い 道 路 か ら 来

る 人 だ け じ ゃ な く て 、 も う 役 場 の 職 員 も 含 め て 小 学 校 の 先 生 方 も 含 め て 、 あ そ こ は 道 路 も 狭 い 、 曲 が っ た 道 路 な

ん で す け れ ど も 、 運 転 し た り し て い る わ け な ん で す 。 で す か ら 、 ゾ ー ン と し て の 位 置 づ け を 、 や っ ぱ り こ れ は 合

併の一つの課題だと思うんです。 そうですよね、町長。  

  それで、私はお聞きしますけれども、支所もあるんですよね。支所もこれは議論がありまして、常盤と藤崎は何

も 離 れ て い な い よ と 、 小 田 桐 町 長 の と き で す け れ ど も 、 も う 出 張 所 な ん て い う も の は な く し て も も う 大 し て 、 な

れ る ほ う が 先 だ と い う 論 ま で あ っ て 、 最 終 的 に は 出 張 所 と し て 残 っ た わ け な ん で す 。 維 持 し て き た と 。 金 額 的 に

は 四 千 万 円 か ら 、 二 、 三 年 前 に は 三 千 万 円 、 現 在 の 予 算 で は 二 千 二 百 万 円 ほ ど で し た か ね 、 そ う い う ふ う に な っ

て い る ん で す け れ ど も 、 私 は こ の 生 涯 学 習 文 化 会 館 、 支 所 の 充 実 、 そ の 施 設 の 充 実 と 一 体 の も の と し て あ の 道 路

を整備する必要がある地域だと思っておるんです。  

  それで、お聞きいたします。支所の担当ですから、支所長はいないので総務課長にお聞きいたします。現在、支

所 に は 補 正 予 算 も 調 査 費 と い う か 、 そ う い う も の を つ け て い ま す け れ ど も 、 交 付 税 措 置 が さ れ て い る は ず な ん で

す け れ ど も 、 一 体 現 状 幾 ら ぐ ら い 、 現 状 予 算 書 的 に は 二 千 二 百 万 円 ほ ど を 支 出 す る と な っ て い ま す け れ ど も 、 交

付税措置の点ではどういうふうな取り扱いになっているのか お聞きいたします。  

○副議長（横山哲英君）  
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  ちょっと待ってください。浅利直志君に伝えます。関連は認めますけれども、これは一問だけですよ。今、支所

の 通 告 は 聞 い て お り ま せ ん の で 、 よ ろ し く お 願 い し ま す 。 （ 「 支 所 の 通 告 」 の 声 あ り ） い や 、 小 学 校 横 線 の 通 告

で あ り ま す の で 、 支 所 の 維 持 費 と か そ う い う こ と は 、 今 回 は 認 め ま す 。 以 降 は 認 め ま せ ん の で 、 よ ろ し く お 願 い

します。（「はい」の声あり）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（榊  淳一君）  

  お答え申し上げます。交付税に支所の項目が新たに……（「出張所、支所でなく」の声あり）失礼いたしました。

出 張 所 に 関 す る 項 目 が 追 加 に な っ て ご ざ い ま す 。 交 付 さ れ る 額 と し て は お お よ そ 六 千 万 円 で ご ざ い ま す 。 以 上 で

あります。  

○副議長（横山哲英君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  ですから、私の言いたいのは、財政的にもいわゆる二千二百万円ほどで何とかやりくりしているけれども、総務

省 の 思 い や り 予 算 で こ の 出 張 所 や 支 所 を 維 持 す る た め に は 六 千 万 円 ほ ど が 現 在 交 付 さ れ て い る と い う 現 状 も あ る

わ け で す か ら 、 生 涯 学 習 文 化 会 館 及 び そ れ ら の 附 帯 施 設 と し て こ の 道 路 を 、 常 盤 小 学 校 横 線 の 整 備 を ぜ ひ 一 体 の

ものとして整備をしていただきたいということを強く要望して おきたいと思います。  

  次のマイナンバーの制度の藤崎町における実施状況と今後についてということでございます。既にマイナンバー

制 度 、 こ れ も マ イ ナ ン バ ー 、 マ イ ナ ン バ ー と 言 い や す い か ら か 、 も う 洗 脳 さ れ た の か 、 私 か ら 初 め と し て そ う い

う ふ う な 言 い 方 を し て お る ん で す け れ ど も 、 個 人 番 号 利 用 制 度 と い う ふ う な こ と で ご ざ い ま す 。 そ う し ま す と 、
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こ の 一 億 一 千 万 円 ほ ど 、 こ と し も 入 れ れ ば 一 億 三 千 万 円 ほ ど に な る ん だ と 思 い ま す 、 い わ ゆ る シ ス テ ム 構 築 費 も

含めれば。  

  それで、私は自治体にとってはこの番号制度を使わなくても十分個人の情報は 自治体としては把握しているもの

な ん だ と 思 っ て お り ま す け れ ど も 、 そ れ は 国 の 制 度 だ か ら や っ て い る ん だ と 思 っ て お り ま す け れ ど も 、 個 人 番 号

が な け れ ば シ ス テ ム な り 、 い わ ゆ る こ こ で 言 い ま す と 住 民 税 特 別 徴 収 決 定 通 知 書 だ と か 、 発 送 で き な い の か ど う

か、その辺をお聞きしたいと思うんですけれども、どうでしょうか。  

○副議長（横山哲英君）  

  税務課長。  

○税務課長（三浦郁雄君）  

  お答えいたします。個人番号が記載されていなかったら、特別徴収 税額決定通知書が発行できないのかというご

質 問 だ と 思 い ま す け れ ど も 、 地 方 税 法 の 規 定 に よ り ま し て 、 特 別 徴 収 税 額 決 定 通 知 書 に は マ イ ナ ン バ ー を 正 し く

記 載 し て 送 付 す る よ う に と い う こ と が あ り ま す の で 、 そ の た め に マ イ ナ ン バ ー を 記 載 し て 発 送 し て お り ま す 。 以

上でございます。  

○副議長（横山哲英君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  この問題もかなりいわゆるＩＴゼネコンといいますか、これを打ち出した富士通、日立、それからＮＴＴグルー

プ と い い ま す か 、 こ う い う 四 社 ぐ ら い に 全 国 的 に も 発 注 が も う 偏 っ て い る と い う ふ う に 言 わ れ て い る わ け で あ り

ます。総額では市町村などを含めれば三千億円ほどにもなるのではないかという ふうに言われております。  
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  それで、今後の新しい、例えば銀行だとかの口座とも連動させる、あるいはまた、買い物をしたときにポイント

も つ け る よ う に す る と か 、 際 限 な く 広 げ て い る よ う な こ と だ け は 少 な く と も や め る べ き で は な い か な と い う ふ う

に 思 っ て い る ん で す け れ ど も 、 そ う い う 意 味 で の マ イ ナ ン バ ー 制 度 に 対 す る メ リ ッ ト 、 デ メ リ ッ ト と い い ま す か 、

リ ス ク の 増 大 と い う も の を ど う い う ふ う に 考 え て い ら っ し ゃ る の か 、 こ れ は ど な た に お 聞 き す れ ば よ ろ し い ん で

しょう、町長でもよろしいし、担当課でもよろしいです。  

○副議長（横山哲英君）  

  町長。  

○町長（平田博幸君）  

  このマイナンバーは、行政手続の簡素化とか、まだしっかりした確立はまだですが、一人一人の国民の健康管理

と か 、 あ る い は 医 者 に か か っ た と き の い ろ い ろ な シ ス テ ム も 近 い 将 来 は 恐 ら く 積 み 重 な っ て 構 築 さ れ て い く だ ろ

う と 私 は ち ょ っ と 予 想 し て ご ざ い ま す 。 そ う い う 意 味 で 一 人 一 人 の 国 民 を 、 今 以 上 に 手 続 を 簡 素 化 し な が ら 行 政

サ ー ビ ス を 進 め て い く と い う 国 の 制 度 だ と 、 そ う 思 っ て お り ま す 。 よ っ て 、 そ れ に 従 っ て 千 七 百 十 九 あ る 市 町 村

が準備段階に入っているということだと、そう思ってございます。以上であります。  

○副議長（横山哲英君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  行政にとっては利便性が広がるのは、これは間違いないと思いますけれども、それ以上に個人情報の管理や、あ

る い は ま た 、 自 治 体 だ け で は な く て 事 業 者 も 管 理 の 責 任 を 負 う と い う 、 今 回 の こ の 住 民 税 特 別 徴 収 決 定 通 知 書 に

つ い て も そ う い う 問 題 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る わ け で あ り ま す 。 藤 崎 の 場 合 は い わ ゆ る 特 定 記 録 郵 便 で 送 っ て 、
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ほ か の 自 治 体 は 普 通 郵 便 と い い ま す か 、 そ う い う も の で 送 っ て い る こ と か ら 見 れ ば 、 管 理 を よ り 厳 格 に や ろ う と

い う ふ う な こ と で 進 ん で い る と 思 い ま す け れ ど も 、 こ の 個 人 情 報 や 事 業 者 の 管 理 責 任 、 こ こ ま で や る よ う な 投 資

を し て い る 割 に は メ リ ッ ト の 少 な い 内 容 、 事 業 な の か な と い う ふ う に 思 っ て お り ま す け れ ど も 、 藤 崎 町 に お い て

は 具 体 的 に は カ ー ド と い い ま す か 、 こ れ は 何 人 ぐ ら い に な っ た ん で す か 。 現 状 を ど う い う ふ う に 受 け と め て い ま

すでしょうか。  

○副議長（横山哲英君）  

  住民課長。  

○住民課長（久保田  整君）  

  お答えいたします。ことし四月末時点でございますが、交付件数は七百三十三件でございます。人口から割り返

す率にして四・七％でございます。以上でございます。  

○副議長（横山哲英君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  今後のさまざまな課題を抱えているシステムであると、課題を抱えているだけではなくてお金もどんどん出てい

く と い う シ ス テ ム で あ る と い う よ う な リ ス ク 管 理 の 問 題 も 出 て く る 問 題 で も あ る と い う こ と を 指 摘 し て お き た い

と思います。  

  最後の渋滞の緩和や水害予防についてお聞きいたします。四車線化を国土交通省、藤崎町としても長い間要望も

し て き ま し た 。 議 員 は 最 近 は 議 会 と し て は や っ て い な い で す け れ ど も 、 議 長 及 び 町 長 を 初 め 、 衆 議 院 議 員 の 木 村

太 郎 さ ん を 初 め 、 取 り 組 ん で き た こ の 問 題 で あ り ま す け れ ど も 、 先 ほ ど の 説 明 の 中 で 私 は 榊 地 区 の 交 差 道 路 の 、
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榊 地 区 の そ こ ま で や る ん だ と か と い う よ う な 説 明 に も 受 け 取 っ た ん で す け れ ど も 、 弘 前 の ほ う か ら 来 ま す と 二 車

線 か ら こ の 一 車 線 に な る あ の 矢 沢 の あ の 辺 が 非 常 に 、 猛 ス ピ ー ド で 追 い 越 し て い っ た り 、 そ う い う こ と も あ る の

で 、 二 車 線 か ら 一 車 線 に な る あ の 白 鳥 の シ ン ボ ル タ ワ ー で す か 、 シ ン ボ ル が あ り ま す よ ね 、 あ そ こ ら 辺 を 一 番 早

目 に 改 善 し て ほ し い な と 私 は 思 う ん で す け れ ど も 、 先 ほ ど の 説 明 で 榊 の 地 区 の 交 差 点 の 付 近 ま で や る と い う の は 、

もうちょっと詳しく説明していただければ。どうい うことなんでしょうか。  

○副議長（横山哲英君）  

  建設課長。  

○建設課長（阿部  悟君）  

  お答えいたします。これについては国直轄の事業でございますので、確認した内容を説明いたしますけれども、

ま ず 、 藤 崎 の モ ニ ュ メ ン ト が あ る あ の 地 点 か ら 今 申 し 上 げ た … … （ 「 モ ニ ュ メ ン ト で し た か 」 の 声 あ り ） モ ニ ュ

メ ン ト が あ る 地 点 か ら 榊 の ロ ー ソ ン ま で の 区 間 を と り あ え ず 計 画 区 間 と し て お り ま す 。 そ れ の 事 業 名 と し ま し て

は 「 榊 交 差 点 改 良 事 業 」 と い う こ と で 、 内 容 等 に つ い て は 、 青 森 の 方 向 へ 向 か う 側 は 二 車 線 化 、 そ し て 青 森 か ら

弘 前 へ 向 か う 側 は 一 車 線 、 そ の ま ま と い う こ と で 今 、 工 事 着 手 に 向 け て 調 査 し て い る と 伺 っ て ご ざ い ま す 。 以 上

です。  

○副議長（横山哲英君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  どちらを先に二車線化するのかということはちょっと微妙な問題でもあるんですけれども、まず榊というのは、

私 は ま た 柏 木 堰 の ほ う に 曲 が っ て い く あ そ こ ま で な の か な と い う ふ う に 思 っ た ん で す け れ ど も 、 ロ ー ソ ン の と こ
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ろ ま で だ と い う の で 一 安 心 し た と こ ろ で あ り ま す 。 ぜ ひ 着 実 に 早 期 の 実 施 に 努 め て い た だ き た い な と 思 っ て お り

ます。  

  最後に、十川の雑木伐採などの継続について というようなことで、先 ほど引き続き要望していくというふうなお

答 え が あ っ た の で 、 こ と し も や る ん で し ょ う と 地 元 に 人 に 聞 か れ た り す る ん で す け れ ど も 、 こ と し は 予 算 枠 と し

て は な い 、 雑 木 伐 採 と い い ま す か 、 そ の 予 算 は な い と い う ふ う に 理 解 し て よ ろ し い ん で し ょ う か 。 全 体 、 県 の 枠

があるものですから、それはどういうふうに理解しておけばよろしいんでしょうか。  

○副議長（横山哲英君）  

  町長。  

○町長（平田博幸君）  

  細部にわたっての県の予算は、私どもは一〇〇％把握してはございません。ただ、浪岡川が洪水し、福 舘、富柳

地 区 が 七 軒 ぐ ら い 床 上 浸 水 し た と き に 、 浪 岡 川 、 東 青 地 区 の 管 轄 で ご ざ い ま し て 、 そ の と き の 砂 防 の 課 長 に い ろ

い ろ 直 談 判 し た ら 、 国 直 轄 の 事 業 で あ そ こ は 八 キ ロ 雑 木 伐 採 、 河 道 掘 削 を し て い た だ き ま し た 。 そ の 後 、 た び 重

な る 増 水 も 目 に し ま し た の で 、 写 真 等 も ち ゃ ん と 添 付 し た 要 望 書 を 中 南 県 民 局 の 、 い わ ゆ る 十 川 管 轄 は 中 南 県 民

局 で ご ざ い ま す の で 、 そ の 後 、 そ の 当 時 の 担 当 課 長 が た し か 藤 崎 出 身 の 方 で な か な か 予 算 が 厳 し い と 。 予 算 が 厳

し い と い っ て 万 が 一 床 上 浸 水 に な っ た ら あ な た が 責 任 を 持 つ の か と い う よ う な 直 談 判 の や り と り も し ま し た け れ

ども、どうやら住家がある周辺は雑木伐採をしていただきました。  

  今後、県のこの治水にかかわる財政も厳しいとは存じますが、中南県民局を初め、県 土整備部にたびたび出向く

機会がございますので、その都度私のほうから要望を申し入れたいと存じます。以上であります。  

○副議長（横山哲英君）  
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  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  今、十川の雑木伐採などの継続について 引き続き要望していくというようなことでありますので、ひとつ水害の

減 災 、 局 地 的 な 水 害 が 多 く な っ て い る 中 で あ り ま す の で 、 堤 防 の い わ ゆ る 補 強 工 事 も さ れ る と い う よ う な こ と も

予 定 し て い る と か と い う ふ う な こ と も 聞 い て お り ま す の で 、 町 民 の 関 係 住 民 の 要 望 を 聞 い て ぜ ひ 県 、 国 に 要 望 を

続けていただきたいということを要望して、私の質問を終わりたいと思います。ありがとうございます。  

○副議長（横山哲英君）  

  浅利直志君、自席に帰ってください、早く。  

  これで十三番浅利直志君の一般質問は終了いたしました 。  

  以上で一般質問を終わります。  

  これをもって本日の日程は終了いたしました。  

  本日はこれにて散会いたします。  

  ご苦労さまでした。協力ありがとうございました。  

     散  会  午後二時三十九分  

                                                    

 


